
－主な内容－ 

●あなたと、育つ、エクラ（特集） 
●春を呼ぶ！初開催「小野陣屋まつり」・職員の募集 
●短歌のまち小野・おの検定好評実施中！ 
●地域包括支援センターの紹介・障害者自立支援法のお知らせ 
●ふれあいひろば 
●まちのわだい 
●暮らしの相談箱 
●暮らしの情報 

……………２～５ 
……６～７ 
……８～９ 
…１０～１１ 

…………………………１２～１３ 
…………………………１４～１５ 
…………………………１６～１７ 
…………………………１８～２８ 

ハートフルシティおの ハートフルシティおの 

最高の成人式を企画した委員の
皆さ
ん

どの晴れ姿も素敵です

新成人の８割が参加し、盛り上がり
まし
た

（１月９日、市民会館大ホールにて） 
※関連記事を９ページに 
　載せています。 
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凡例 その他 

活動発表の場 
 

文化や知識に触れる 
 活動と交流の場 

  ■
支
援
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
 

■
支
援
セ
ン
タ
ー
受
託
事
業
 

 平
成
１７
年
 

３
月
２０
日
　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
 

　
　
　
　
　
ひ
と
は
く
IN
エ
ク
ラ
 

　
　
２１
日
　
エ
ク
ラ
 

　
　
　
　
　
　
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
 

　
　
２６
日
　
ピ
ア
ノ
マ
ラ
ソ
ン
 

　
　
　
　
　
有
識
者
会
議
 

　
　
２７
日
　
小
野
高
校
定
期
演
奏
会
 

４
月
３
日
　
服
部
克
久
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
東
京
ポ
ッ
プ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
　
２２
日
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
「
上
方
演
芸
会
」
公
開
録
音
 

　
　
２９
日
　
梯
剛
之
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
 

５
月
７
日
　
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
！
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
２
０
０
５
 

　
　
９
日
　
国
体
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
展
 

　
　
２１
日
　
演
劇
「
少
年
Ｈ
」
（
関
西
芸
術
座
）
 

　
　
２８
日
　
短
歌
「
上
田
三
四
二
賞
」
 

６
月
５
日
　
池
村
佳
子
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
 

　
　
１２
日
　
文
化
連
盟
「
芸
能
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
」
 

　
　
１８
日
　
映
画
「
隠
し
剣
鬼
の
爪
」
上
映
 

　
　
１９
日
　
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
講
座
 

　
　
２５
日
　
住
田
裕
子
弁
護
士
講
演
会
（
男
女
共

　
　
　
　
　
同
参
画
セ
ン
タ
ー
設
立
記
念
フ
ォ
ー

　
　
　
　
　
ラ
ム
）
 

７
月
３
日
　
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
 

　
　
　
　
　
エ
ク
ラ
で
エ
コ
（
展
示
・
実
演
）
 

　
　
１０
日
　
桂
三
枝
創
作
落
語
独
演
会
 

　
　
２３
日
　
み
ん
ぱ
く
フ
ェ
ス
タ
（
世
界
の
民
具

　
　
　
　
　
展
示
）
 

スタジオ 
 
スタジオ 
 

ハートフルサロン ハートフルサロン 

その他 その他 

会議室 
 
会議室 
 

理事評議員会 
（中会議室） 

 

理事評議員会 
（中会議室） 

 

特別会議室 
 
特別会議室 
 

有識者会議 
（大会議室） 

 

有識者会議 
（大会議室） 

 
ステージオペレーターステージオペレーター 

養成講座養成講座 
ステージオペレーター 

養成講座 

バックステージバックステージ 
ツアーツアー 
 

バックステージ 
ツアー 
 

車椅子研修車椅子研修 
 
車椅子研修 
 

バンド練習 
（スタジオB） 

 

バンド練習 
（スタジオB） 

 

ダンス 
（スタジオA） 

 

ダンス 
（スタジオA） 

 

結婚式 
 
結婚式 
 

夢会議 夢会議 

ギャラリー展示 
 
ギャラリー展示 
 

モニュメント モニュメント 

音楽発表 音楽発表 
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８
月
３
日
　
手
作
り
絵
本
教
室
 

　
　
６
日
　
ひ
ょ
う
ご
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
　
　
　
　
バ
ル
 

　
　
２０
日
　
 

　
　
２１
日
　
 

　
　
２７
日
　
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ
IN
エ
ク
ラ
 

９
月
３
日
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
学
出
前
講
座
IN
北
播
磨
 

　
　
７
日
　
エ
ク
ラ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
放
ス
タ
ー
ト
 

　
　
１２
日
　
映
画
「
ぷ
り
て
ぃ
・
う
ー
ま
ん
」
上
映
 

１０
月
８
日
　
サ
ロ
ン
開
放
事
業
ス
タ
ー
ト
 

　
　
１０
日
　
ふ
る
さ
と
を
し
の
ぶ
音
楽
会
 

　
　
〜
青
野
ヶ
原
俘
虜
収
容
所
演
奏
会
の
復
元
〜
 

　
　
１６
日
　
市
民
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
　
２８
日
　
日
野
皓
正
ク
ィ
ン
テ
ッ
ト
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
A
Z
Z
 
L
I
V
E
 

１１
月
１３
日
　
市
民
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

　
　
２０
日
　
み
ん
な
の
夢
会
議
 

　
　
　
　
（
知
事
を
囲
ん
で
井
戸
端
会
議
）
 

　
　
２３
日
　
音
の
宝
石
箱（
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
）
 

　
　
２５
日
　
国
際
交
流
協
会
の
集
い
 

　
　
　
　
「
イ
タ
リ
ア
の
薫
り
を
あ
な
た
に
」
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
演
奏
会
 

１２
月
２
日
　
子
育
て
支
援
事
業
 

　
　
　
　
　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
 

　
　
３
日
　
市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
 

　
　
８
日
　
小
野
南
中
学
校
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
 

　
　
２３
日
　
エ
ク
ラ
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
 

平
成
１８
年
　
 

１
月
５
日
　
新
年
交
歓
会
 

　
　
１４
日
　
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
テ
ィ
 

　
　
１５
日
　
〜
シ
ュ
ー
ベ
ル
テ
ィ
ア
ー
デ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
〜
 

　
　
　
　
　
　
新
春
歌
始
め
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
　
２９
日
　
北
播
磨
〜
吹
奏
楽
〜
 

　
　
　
　
　
　
s
c
h
o
o
l
楽
演
祭
 

 

第
２８
回
小
野
ま
つ
り
 

　うるおい交流館エクラは、市民の方々のさまざまな意見を取り入れ、平成17年３月に「市
民活動の拠点」としてオープンしました。エクラは、私たちＮＰＯ法人北播磨市民活動支援
センターと、多くのボランティアの手によって運営されています。「参画と協働」の理念に
立ち、住みたいまち、誇りあるまちづくりを目指して、私たちにできることは私たちでやろ
うをモットーに、いろんなことにチャレンジしています。あなたと一緒に育っていくのがエ
クラです。 

ホール ホール や
す
ら
ぎ
広
場
 

 や
す
ら
ぎ
広
場
 

 

サークル室と託児ルーム 
 
サークル室と託児ルーム 
 

喫茶・ITコーナー 
 
喫茶・ITコーナー 
 

アンサンブルエクラ 
 
アンサンブルエクラ 
 

クリスマス 
コンサート 
 

クリスマス 
コンサート 
 

文化連盟発表会 
 
文化連盟発表会 
 

サークル作業風景 サークル作業風景 

託児風景 託児風景 

NPO大学 NPO大学 （
平成
17年8月21日）

来館
者10万人達成！

（
平成
17年8月21日）

来館
者10万人達成！

パソコンが 
利用できます 
パソコンが 
利用できます 

ヒューマンヒューマン 
フェスティバルフェスティバル 

2005 
 

ヒューマン 
フェスティバル 

2005 
 

小野まつり 小野まつり 
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【
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
】
 

　
　
◆
小
さ
い
子
ど
も
も
気
兼
ね
な
し
に
食
事
が
で
き
ま
す
。
（
女
性
・

　
　
　
市
内
20
代
）
 

　
　
◆
コ
ー
ヒ
ー
が
お
い
し
い
の
で
よ
く
利
用
し
ま
す
。
（
男
性
・
市
内

　
　
　
30
代
）
 

　
　
◆
安
く
て
お
い
し
い
で
す
。
（
女
性
・
市
内
50
代
）
 

【
Ｉ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー
】
 

　
　
◆
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
の
で
、
調
べ
も
の
を
し
た
い
と
き
に
便

　
　
　
利
で
す
。
（
女
性
・
市
内
20
代
）
 

　
　
◆
使
い
や
す
い
で
す
。
（
男
性
・
市
内
20
代
）
 

こ
の
賞
は
、
兵
庫
県
が
平
成
11
年
３
月
に
制
定
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
理
念
”安
全
で
安
心
な
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
“
に
寄
与
し
た
優
れ
た
建
築
物
や
、

功
績
の
あ
っ
た
活
動
団
体
等
を
選
び
、
功
績
を
顕
彰
す

る
も
の
で
す
。
 

う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
は
、
建
築
部
門
で
栄
え
あ

る
授
賞
と
な
り
ま
し
た
。
参
画
と
協
働
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
ま
す
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す

の
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

自然光が多く入り開放的（サロン）→ 
 

【
ホ
ー
ル
】 

　
　
◆
観
客
席
数
が
５
０
０
席
で
使
い
や
す
い
で
す
。
音
響
も
よ
く
、
楽
屋
も
整
っ
て
い

　
　
　
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
発
表
会
に
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
。（
男
性
・
市
内
６０
代
） 

【
ス
タ
ジ
オ
Ａ
】 

　
　
◆
一
面
が
鏡
な
の
で
、
自
分
の
姿
を
見
な
が
ら
練
習
が
で
き
て
良
い
で
す
。（
男
性
・

　
　
　
市
内
６０
代
） 

　
　
◆
冷
暖
房
込
み
で
こ
の
値
段
は
超
お
得
！
（
女
性
・
市
内
40
代
） 

【
ス
タ
ジ
オ
Ｂ
】 

　
　
◆
楽
器
な
ど
の
機
材
を
搬
入
す
る
時
な
ど
、
駐
車
場
が
近
く
て
便
利
 

　
　
　
で
す
。（
男
性
・
市
内
20
代
） 

　
　
◆
24
時
ま
で
使
用
可
能
な
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
。（
男
性
・
市
内
２０
代
） 

　
　
◆
良
い
機
材
が
設
置
し
て
あ
る
の
に
（
使
用
料
が
）
安
い
の
で
い
い
 

 
 
 
と
思
い
ま
す
。（
男
性
・
市
内
20
代
） 

【
サ
ー
ク
ル
室
】 

　
　
◆
気
軽
に
使
え
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。
グ
ル
ー
プ
内
の
ち
ょ
っ
と
し
た
集
ま
り
に

　
　
　
も
便
利
で
す
。（
女
性
・
市
内
30
代
） 

【
大
会
議
室
】 

　
　
◆
会
議
室
な
の
に
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
幅
広
く
使
え
る
の
が
い
い
で
す
。（
男
性
・
　

　
　
　
市
外
20
代
） 

　
　
◆
ガ
ラ
ス
張
り
で
、
開
放
感
が
あ
り
ま
す
。（
女
性
・
市
内
40
代
） 

【
中
会
議
室
】 

　
　
◆
低
価
格
な
の
に
重
厚
な
雰
囲
気
で
す
。（
女
性
・
市
外
30
代
） 

【
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン
】 

　
　
◆
誰
で
も
使
え
る
の
が
い
い
で
す
。（
女
性
・
市
内
30
代
） 

　
　
◆
夜
は
と
て
も
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
な
の
で
、
読
書
や
勉
強
を
す
る
の
に
も
い
い
で

　
　
　
す
ね
。（
女
性
・
市
外
10
代
） 

　
　
◆
自
分
達
の
ま
ち
に
な
い
、
素
敵
な
施
設
で
週
に
１
度
は
利
用
し
て
い
ま
す
。
き
れ
い
で

、　
　
　
使
い
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
施
設
だ
と
思
い
ま
す
。（
女
性
・
市
外
50
代
） 

　
　
◆
友
だ
ち
と
会
っ
た
り
、
の
ん
び
り
す
る
と
き
な
ど
に
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。
音

　
　
　
楽
が
流
れ
る
雰
囲
気
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。（
男
性
・
市
内
30
代
） 

　
　
◆
明
る
く
て
開
放
的
で
す
。（
女
性
・
市
内
40
代
） 

　
　
◆
月
に
3
〜
4
回
、
図
書
館
に
来
た
時
に
必
ず
立
ち
寄
り
ま
す
。（
家
族
連
れ
・
市
外
） 

←高校生の演奏会（ホール） 
 

◆
忘
れ
か
け
て
い
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
責
任
の
意
味
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
多
く
の
人
と
の
出
会
い
も
含
め
、
そ
れ
ら
全
て
が
私
の

宝
物
で
す
。
（
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

◆
広
報
活
動
を
通
じ
て
得
た
、
か
け
が
え
の
な
い
出
会
い
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
に
エ
ク
ラ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
広
報
な
ど
を
通
じ
て
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
（
広
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

◆
エ
ク
ラ
の
所
在
地
が
市
の
中
心
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
集
ま
り
や
す
い
。
ま
た
、

印
刷
機
を
は
じ
め
と
す
る
機
器
や
備
品
、
消
耗
品
等
を
収
納
す
る
ロ
ッ
カ
ー
を
利
用

で
き
る
こ
と
も
嬉
し
く
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
（
支
援
セ
ン
タ
ー
会
員
）
 

第
７
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
受
賞
！
 

第
７
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
受
賞
！
 イベントでにぎわうやすらぎ広場 

 

これからもよろしくお願いいたします！ 
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NPO法人 

TEL.0794-63-8156 
FAX.0794-62-2400 
E-mail. 
shiense@ksks-arche.jp 
URL. 
http://www.ksks-arche.jp 
エクラのホームページ 
http://www.eclat-hall.com 
 

エクラ指定管理者 

コピーサービスを始めました　モノクロのみでA4・A3・B5・B4の４サイズ 
対応です。全て１枚10円（両面の場合20円）です。設置場所は正面玄関入ってすぐ 
左の、ＩＴコーナー壁際です。大きな地球儀が目印です。 
 

託児を受け付けています 
　エクラでのイベント共通です。希望される方は各

イベントの3日前までにお申し込みください。（有料） 

エクラの託児ルームは、イベント時だけではなく、
　当館をご利用されるときもお使いいただけます。

研修を受けたサポーターがお子さんをお預かりい

たします。事務局までお気軽にお問い合わせくだ

さい（利用日の3日前までに予約が必要です）。 

ハートフルサロンにある常設 
ギャラリーです。 
★『夢をつむぐさをり展』 
　　代表　牧野紘子（織物） 
　　2月1日（水）～12日（日） 
★『第26回兵庫神鍋マラソン全国大会 
　　写真コンテスト入賞作品展』 
　　2月15日（水）～26日（日） 
 

エクラギャラリー展示スケジュール 
 

　日本が生んだ世界的ピアニスト梯さんの、お里帰りリサイタ
ルです。昨年エクラホール柿落し公演第２弾として開催いたし
ましたリサイタルは、聴衆の心を魅了いたしました。今回のリ
サイタルは多くのお客様のご希望にお応えして実現したものです。
　梯さんの奏でる繊細な音と美しい響きを、エクラホールで体
感されてはいかがでしょうか。 
 

　日時　4月29日（祝）開演19時（開場18時30分） 
　場所　エクラホール 
　チケット　2月18日（土）9時より発売開始　 
　電話での発売は2月22日（水）9時開始（手数料が300円別途必要です） 
　入場料　前売 3,500円、当日 4,000円　全席指定 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　前号でお知らせしたとおり本場スペインの 
フラメンコ舞踊団による公演です。 
また、外国を身近に感じていただける機会に 
なればと、小野市国際交流協会の協力を得て、 
出演者との交流も行なわれます。 
　日時　2月22日（水）開演19時（開場18時30分） 
　場所　エクラホール　　チケット　好評発売中 
　入場料　前売 3,500円、当日 4,000円　全席自由 
 

▲
 ▲
 

▲
 ▲
 

　小野の隠れた歴史「長禄の変」をクローズアップ。石見太郎左衛門と中村、上月、依藤をはじめとする旧赤 

松家家臣が塗り替えた日本史の一幕が長きタブーを破って今蘇る。 

　チェンバロの中野振一郎と作家中野順哉、講談師旭堂南左衛門が織り成す歴史ロマン。 

これからの日本らしさを追求した創作講談と、美しい音楽演奏を融合させた「新しい芸術」をお楽しみください。 

　日時　3月26日（日）開演14時 
　（開場13時30分） 
　場所　エクラホール 
　チケット　2月4日（土）9時より発売開始 
　電話での発売は、2月8日（水）9時より開始 
　（手数料が別途300円必要です） 
　入場料　前売 2,000円　当日 2,500円　全席自由 
 

▲
 
▲
 ▲
 

▲
 

講談師　旭堂南左衛門　 
 

中野振一郎と 
コレギウム・ムジクム・テレマン 
 
 



水
彩
画
絵
画
展
 

お
の
夢
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は

２
月
末
日
ま
で
垂
井
町
在
住
の
大

嶋
久
直
さ
ん
（
70
歳
）
に
よ
る
水

彩
画
展
（
２
月
２
日
（木）
か
ら
２
月

２８
日
（火）
ま
で
）
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
お
の
夢
館
　

小
野
市
上
本
町
９４
（
�
・
フ
ァ

ク
ス
　
２
１
２
６
）
Ｅ
メ
ー
ル

onoyum
eyakata@

ybb.ne.jp

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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陣
屋
の
ま
ち
小
野
は
、
承
応
２

（
１
６
５
３
）
年
に
民
間
活
力
の

導
入
に
よ
り
計
画
的
に
新
し
く
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
、

賑
わ
い
づ
く
り
に
力
点
を
お
い
た

先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
小
野
商
店
街

の
ア
ー
ケ
ー
ド
下
の
道
路
と
町
割

り
は
地
元
町
衆
の
偉
大
な
力
に
よ

り
完
成
さ
せ
た
も
の
で
、
東
播
磨

唯
一
の
近
世
政
治
経
済
都
市
の
景

観
を
今
に
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。
 

 

▼
場
所
　
お
の
夢
館
 

▼
営
業
時
間
　
10
時
か
ら
15
時
 

▼
定
休
日
　
水
曜
日
 

▼
メ
ニ
ュ
ー
　
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、

抹
茶
な
ど
（
す
べ
て
お
菓
子
付
き
） 

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

お
の
夢
館
の
開
館
時
間
　
 

10
時
か
ら
17
時
（
作
品
展
は
13

時
か
ら
17
時
ま
で
） 

※
日
曜
・
祝
日
は
１０
時
か
ら
１６

時
ま
で
 

休
館
日
　
水
曜
日
 

昔懐かしい小野商店街 
（S11年） 

 

賑わいある情景づくり 
 

　
　
　
　
　
　
　http://blog. 

liv
ed
oor.jp

/on
oy
u
m
ey
ak
 

ata/ 
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お
の
夢
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

 

夢いっぱい舞台会場 
 

◯ 63

こ
の
度
、
地
元
住
民
が
営
々
と

築
い
て
き
た
歴
史
文
化
都
市
・
政

治
経
済
都
市
＝
小
野
陣
屋
ま
ち
を

見
直
し
、
地
域
の
誇
り
を
復
活
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
野

地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
（
会
長

西
尾
英
昭
）
お
よ
び
、
コ
ミ
セ
ン

お
の
サ
ー
ク
ル
連
絡
会
（
代
表
西

村
厚
一
）
が
共
催
し
て
、
春
を
呼

ぶ
「
小
野
陣
屋
ま
つ
り
」
を
初
め

て
、
賑
や
か
に
開
催
し
ま
す
。
 

▼
日
時
　
３
月
４
日
（土）
、
５
日
（日）

　１０
時
か
ら
15
時
 

▼
場
所
 
小
野
商
店
街
（
南
北
８

０
０
メ
ー
ト
ル
）
 

▼
内
容
 
 

１
　
ま
ち
い
っ
ぱ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
会
場
 

①
空
店
舗
１１
店
に
、
コ
ミ
セ
ン
お

の
の
サ
ー
ク
ル
４０
団
体
の
華
麗

な
作
品
を
展
示
。
 

②
手
づ
く
り
パ
ン
、
陶
芸
市
、
や

き
い
も
、
お
茶
席
、
甘
酒
等
、

手
づ
く
り
作
品
の
即
売
、
模
擬

店
を
開
店
。
 

２
　
も
の
い
っ
ぱ
い
楽
市
楽
座
会
場
 

参
画
と
協
働
を
合
言
葉
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
出
店
し
、

自
由
に
売
買
、
交
流
す
る
場
を
ア
ー

ケ
ー
ド
街
い
っ
ぱ
い
（
目
標
７０
店
）

に
繰
り
広
げ
ま
す
。
 

①
名
産
自
由
市
 

　
金
物
協
同
組
合
、
播
州
算
盤
協

同
組
合
、
料
飲
組
合
の
協
力
に
よ

り
、
伝
統
工
芸
品
の
展
示
即
売
お

よ
び
シ
ェ
フ
の
料
理
も
堪
能
。
 

②
う
ま
い
も
ん
市
 

市
内
の
農
産
物
特
産
品
開
発
委

員
会
が
う
ど
ん
・
そ
ば
等
と
っ
て

お
き
の
小
野
ブ
ラ
ン
ド
１０
数
店
を

オ
ー
プ
ン
。
 

③
子
ど
も
縁
日
 

小
野
地
区
地
域
元
気
ア
ッ
プ
活

動
団
体
が
昔
懐
か
し
い
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
・
金
魚
す
く
い
・
当
て
も
の

等
を
出
店
（
各
１
０
０
円
）
。
思

い
き
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！
 

④
元
気
い
っ
ぱ
い
市
 

市
内
各
地
区
地
域
づ
く
り
協
議

会
お
よ
び
、
地
域
元
気
ア
ッ
プ
活

動
団
体
等
、
地
域
づ
く
り
関
係
団

体
が
、
地
域
や
グ
ル
ー
プ
の
特
質

を
活
か
し
、
餅
、
ま
ん
じ
ゅ
う
、

豚
汁
、
郷
土
料
理
等
を
実
演
販
売
。
 

⑤
び
っ
く
り
自
由
市
 

市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
野
菜
市
、

日
用
雑
貨
等
、
良
質
・
安
価
・
多

品
目
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
 

【
現
在
出
店
募
集
中
！
】
 

※
締
め
切
り
日
は
２
月
10
日
（金）

ま
で
（
先
着
順
）
 

⑥
大
店
（
お
お
だ
な
）
市
 

伝
統
あ
る
小
野
商
店
街
連
合
会

加
盟
店
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
大
バ
ー
ゲ

ン
セ
ー
ル
を
実
施
し
、
お
客
様
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

３
　
夢
い
っ
ぱ
い
舞
台
会
場
 

①
夢
舞
台
 

商
店
街
中
央
部
の
駐
車
場
に

設
営
し
た
幅
９
ｍ
×
奥
行
５
ｍ

の
特
設
舞
台
で
、 

近
世
・
近
代
を

通
じ
小
野
町
愛

宕
神
社
境
内
で

盛
ん
に
催
さ
れ

て
い
た
歌
舞
音

曲
興
行
を
復
元

し
ま
す
。
 

（1）
浄
土
寺
太
鼓
等
、
各
地
区

の
伝
統
芸
能
の
競
演
。
 

（2）
保
育
園
児
、
小
学
生
に
よ
る
芸

能
音
楽
発
表
。
 

（3）
プ
ロ
も
顔
負
け
、
サ
ー
ク
ル
15

団
体
に
よ
る
三
味
線
・
太
鼓
・

大
正
琴
等
の
和
楽
器
演
奏
、
民
謡
・

舞
踊
・
詩
吟
等
の
伝
統
芸
能
。
 

（4）
特
別
招
待
の
マ
リ
ン
バ
演
奏
、

ジ
ャ
ズ
演
奏
等
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
 

②
交
流
の
舞
台
 

Ｏ
Ｎ
Ｏ
サ
ン
パ
ー
ク
前
を
本
部

席
と
し
た
、
ま
つ
り
会
場
で
す
。
 

（1）
播
州
山
寄
祭
屋
台
、
小
野
地
区

子
ど
も
み
こ
し
の
入
場
。
 

（2）
小
野
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
餅

つ
き
大
会
（
小
野
地
区
現
代
セ

ミ
ナ
ー
受
講
生
に
力
餅
を
振
る

舞
う
）
。
 

詳
し
く
は
、
広
報
お
の
３
月
号
 

「
小
野
陣
屋
ま
つ
り
絵
図
」
で
ご

案
内
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
コ
ミ
セ
ン
お

の
（
�

　
１
０
２
０
）
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当院の内視鏡室（室長：山口彰則内科部長／指導医）が平成17年12月1日付で北播磨の公立病院としては初
めて、東・北播磨の公立病院としては明石市民病院に次いで2番目に日本消化器内視鏡学会の指導施設として
認定されました。 
指導施設認定については、設備、スタッフ、教育体制、検査および内視鏡治療件数等審議会の設ける諸条

件をクリアした病院のみが認定されることとなっています。 
近年、消化器内視鏡部門の発展はめざましいものがあります。一般的な内視鏡検査のみならず、内視鏡的

治療（止血、手術等）も広く行われるようになっています。 
当院においては超音波内視鏡装置をはじめとする最新機器を導入する傍らで画像はコンピューター保存の

うえ継続的な診断・治療を行っています。 
また、内視鏡室には専任の医師・看護師が従事していますので、スムーズな内視鏡検査および内視鏡的治

療の提供に積極的に取り組んでいます。 
消化器系統に不安のある方は、ぜひご相談ください。 

◆◇◆◇◆　平成18年度　嘱託・臨時職員募集のご案内　◆◇◆◇◆ 
 

　申し込み・問い合わせ先　総務課人事係　本庁舎4階（�　 3615） 
 

職　　種 
採用 
予定 
人数 
 

申込資格 採用期間、給与等 申込期間等 選考方法等 

①運転業務 
 　（嘱託職員） 
　　―業務内容― 
・公用車の運転業務 
・議会事務等 

昭和26年4月2日から昭和
36年4月1日までに生まれた方
で、次に掲げる要件をすべて満
たす方 
①普通自動車運転免許を取得し
ている方 
②運転業務の従事経験がある方 
③パソコンの基本操作が可能な方 

【選考方法】 
○面接試験 
○パソコン検
　査（Word、
　Excel） 
○作文 
　※職種③は
　　無し 
 
 
【選考予定日】 
○第1次試験 
　2月19日 
 
○第2次試験 
　（運転技能
　検査） 
※職種①のみ 
　2月26日 
 

【選考方法】 
○面接試験 
【選考予定日】 
2月19日 

【採用期間】 
・平成18年4月より 
　職種③～⑤は臨時職員として
　試用期間あり。 
　勤務良好の場合、更新あり 
※職種⑤については最長3年間 
 
【給　与】 
＜給　料＞　 
　職種①、②　月額16万円程度 
　職種③～⑤　月額14万円程度 
　職種⑥　　　日給7,100円 
＜手　当＞　 
　職種①～⑤　 賞与（4.45月分） 
　職種⑥　　　賞与（1.8月分） 
　その他通勤手当等あり 
※採用前に給与改定される場合
　があります。 
 
【勤務時間】 
8時30分～17時15分 
※時間外勤務あり 
 
【休日等】 
・週休2日制  
※職種により業務の都合上、土、
　日、祝日勤務あり 
・年次有給休暇、特別休暇（嘱
　託職員のみ）あり 
 
【待　遇】 
健康保険、厚生年金、雇用保険、
労災あり 
 

【申込期間】 
平成18年2月6日(月)～
2月16日(木) 
 
〈受付時間〉 
9時から17時 
 
【申込方法】 
○印鑑、写真（縦6cm×
　横4.5cm）1枚を持参し、
　当方所定の申込書へ
　記入し提出。 
○職種①、③、⑥は申
　込資格で必要な、　免
　許証の写しを1部提出。 
○職種④は、心理学、
　社会学等を履修した
　ことの分かる成績証
　明書を1部提出。 
○職種①は、運転経歴
　証明書を後日提出。 

受験申込書は、市
のホームページ(ｈ
ｔｔｐ：ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｏ
ｎｏ.ｈｙｏｇｏ.ｊｐ）か
らダウンロードで
きます。 
郵送、電子メール
での申し込みはお
断りします。 
他の職種との併願
はできません。 

昭和26年4月2日から昭和
41年4月1日までに生まれた方
で、調理師免許を有し、かつパ
ソコンの基本操作が可能な方 

昭和41年4月2日以降に生ま
れた方で、次の要件をすべて満
たす方 
①心理学、社会学等を履修した方 
②障害のある方の福祉事業に熱
意のある方 
③パソコンの基本操作が可能な方 

昭和24年4月2日から昭和
32年4月1日までに生まれた方
で、民間等で管理職として勤務
経験のある方 

昭和41年4月2日から昭和
59年4月1日までに生まれた方
で、高度なパソコン操作(Word、
Excel、PowerPoint）が可能
な方 

昭和41年4月2日以降に生ま
れた方で、幼稚園教諭免許を取
得している方 

③調理員 
 　（嘱託職員） 
　　―業務内容― 
福祉施設での給食
献立の作成、調理、
食材管理等 

④福祉施設事務員 
 　（嘱託職員） 
　　―業務内容― 
財務処理、施設利
用者に関する業務
等 

②コミュニティ
　センター所長 
 　（嘱託職員） 
　　―業務内容― 
・施設の運営管理 
・各種講座・教室の
　実施運営 
・地域活性化事業の
　運営等 

⑤ ｢おの検定｣ 
  　学習支援員 
 　（嘱託職員） 
　　―業務内容― 
｢おの検定｣ における
採点や分析、プレゼ
ン資料の作成等 

⑥幼稚園教諭 
　（臨時職員） 

1名 
 
 
 
 
 
 
 

1名 
 
 
 
 
 
 
 
1名 
 
 
 
 
 
 
 
1名 
 
 
 
 
 
 
 
1名 
 
 
 
 
 
 
 

3名 
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※1 
 
 
 
 
 
※2 
 
 
※3



「
脳
の
中
の
脳
」
と
い
わ
れ
る

前
頭
前
野
に
は
、
考
え
る
力
・
創

造
力
・
行
動
や
情
動
の
抑
制
・
コ

ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
記
憶

力
を
育
成
す
る
能
力
が
あ
り
、「
読

み
書
き
計
算
」
に
よ
っ
て
鍛
え
ら

れ
る
と
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。 

筋
力
と
同
様
、
脳
も
使
え
ば
使

う
ほ
ど
鍛
え
ら
れ
ま
す
。「
脳
の

活
性
化
と
は
」「
心
を
育
む
と
は
」

「
夢
を
か
な
え
る
に
は
」
等
を
科

学
的
研
究
成
果
を
も
と
に
、
具
体

的
に
語
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
日
時
　
３
月
４
日
（土） 
13
時
15
分
か
ら
 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
申
し
込
み
先
（
整
理
券
発
行
所
）

教
育
委
員
会
・
図
書
館
・
各
コ

ミ
セ
ン
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課

（
�

　
２
４
０
９
） 
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市
で
は
、
短
歌
を
通
し
て
こ

こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
市
内
の
小
・

中
学
校
で
、
上
田
三
四
二
実
行

委
員
会
の
指
導
に
よ
り
、
短
歌

づ
く
り
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
思
い
や
願
い
な
ど
、

自
由
で
快
活
な
短
歌
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

小
野
市
教
育
行
政
顧
問
就
任
記
念
講
演
会
 

〜
講
師
　川
島
　隆
太
〜
 

「
脳
を
育
て
、
夢
を
か
な
え
る
」 

 
 
―
脳
科
学
と
心
の
教
育
―
 

 

小
野
中
学
校
3
年
1
・
2
･
3
組
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

部
行
進
こ
れ
で
最
後
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
歩
く
手
足
に
力
が
入
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
小
紫
知
佳
 

 秋
空
に
高
く
そ
び
え
る
大
人
塔

し
っ
か
り
聞
こ
え
る
拍
手
の
音

が
　
　
　
　
　
　
　
中
安
修
也
 

 「
準
優
勝
」
声
振
り
絞
っ
た
応

援
は
残
る
悔
し
さ
取
れ
ぬ
口
紅
 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
玲
央
 

 最
後
だ
と
楽
器
構
え
て
吹
き
鳴

ら
す
夢
見
る
時
間
も
う
終
る
の

か
　
　
　
　
　
　
松
川
奈
央
 

 友
の
間
楽
器
の
音
が
す
り
ぬ
け

る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
最
後
の
演

奏
　
　
　
　
　
　
盛
岡
沙
亜
耶
 

 

体
育
祭
み
ん
な
で
練
習
が
ん
ば
っ

た
流
し
た
涙
は
青
春
の
カ
ケ
ラ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
田
中
千
鶴
 

 テ
ス
ト
前
あ
せ
る
母
親
寝
る
息

子
ガ
ン
バ
レ
息
子
負
け
る
な
母

親
 
 
 
 
 
 
 
芝
本
裕
哉
 

 秋
の
風
少
し
冷
た
く
足
早
い
今

日
と
明
日
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
麻
衣
 

 暗
闇
に
キ
ラ
リ
と
光
る
流
れ
星

静
寂
と
と
も
に
散
り
ゆ
く
花
火
 

　
　
　
　
　
　
　
 

田
中
沙
織
 

 
 
 

赤
と
ん
ぼ
幸
せ
そ
う
に
飛
ん
で

い
る
夕
焼
け
小
焼
け
夕
日
が
沈

む
 
 
 
 
 
 
 
豊
田
　
咲
 

 戦
争
が
ブ
ラ
ウ
ン
管
か
ら
流
れ

出
す
生
々
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
な

い
 
 
 
 
 
 
藤
本
久
瑠
実
 

 画
用
紙
に
牛
の
姿
を
写
し
て
く

少
し
得
意
気
？
君
の
横
顔
 

　
　
　
　
　
　
 
 
濱
田
祐
子
 

 弁
当
で
牛
肉
食
べ
て
る
最
中
に

牛
と
目
が
合
う
そ
っ
と
横
見
る
 

　
　
　
　
　
　
　
田
中
康
喜
 

 夏
休
み
セ
ミ
が
う
る
さ
い
早
く

か
ら
そ
れ
で
も
好
き
さ
自
然
の

目
覚
ま
し
　
　
　
　
岡
田
圭
祐
 

 メ
ロ
ン
パ
ン
く
れ
る
ば
あ
ち
ゃ

ん
ち
ょ
っ
と
待
て
賞
味
期
限
が

切
れ
て
ま
す
け
ど
　
井
上
香
奈
 

 大
部
小
学
校
6
年
1
・
2
組
 

 国
語
辞
典
何
で
も
分
か
る
す
ぐ

れ
も
の
分
か
ら
な
い
事
教
え
て

く
れ
る
 
 
 
 
井
上
晋
太
郎
 

 薄
暗
く
月
も
真
上
の
冬
の
朝
白

い
息
は
き
目
指
す
は
学
校
 

 
 
 
 
 
 
 
 
井
上
祐
里
 

 戦
争
は
今
も
ど
こ
か
で
起
こ
っ

て
る
争
い
な
く
そ
う
平
和
願
っ

て
 
 
 
 
 
 
 
河
嶋
楓
雅
 

 陸
上
の
四
人
で
回
す
バ
ト
ン
パ

ス
協
力
し
合
い
風
に
な
り
き
る
 

 
 
 
 
 
 
 
 
近
藤
章
人
 

 風
に
乗
り
ゆ
っ
く
り
落
ち
る
よ

イ
チ
ョ
ウ
の
葉
も
う
す
ぐ
来
る

ね
寒
い
冬
の
日
　
廣
田
ひ
か
り
 

 二
学
期
は
お
の
検
定
を
が
ん
ば
っ

た
ど
ち
ら
も
百
点
と
れ
る
と
い

い
な
 
 
 
 
 
井
上
紗
矢
香
 

 

冷
え
る
足
気
合
を
込
め
て
長
距
離

走
全
校
生
で
朝
の
訓
練
 

　
　
　
　
　
　
　
河
嶋
宏
司
 

 学
習
で
社
会
見
学
バ
ス
で
行
き
木

の
素
晴
ら
し
さ
分
か
っ
た
気
が
す

る
 
 
 
 
 
 
 
久
語
宏
彦
 

 楽
し
い
よ
ぼ
く
は
勉
強
大
好
き
だ

算
数
分
か
る
国
語
も
分
か
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
達
哉
 

 旭
祭
白
雪
姫
を
発
表
し
う
け
て
い

た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
な
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
美
咲
 

 【
選
評
】「
短
歌
の
ま
ち
小
野
」
の

発
信
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
い

い
作
品
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
 

【
作
歌
の
た
め
の
一
口
ア
ド
バ
イ

ス
】　
多
読
、
多
作
、
多
商
量
。 

歌
集
を
読
み
、
古
典
に
学
び
、
多

く
作
り
、
推
敲
を
重
ね
る
。 

 第
17
回
上
田
三
四
二
記
念
「
小
野

市
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
作
品
応
募

締
め
切
り
日
迫
る
！
 

▼
応
募
期
日
　
2
月
28
日
（火）（
当

日
消
印
有
効
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学
習
課

（
�

　
２
４
４
５
） 

あ
な
た
の
一
首
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！
 

◯ 63

（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
） 

川島隆太氏 



地
域
と
連
携
し
た
農
業
経
営
・

地
産
地
消
の
取
り
組
み
か
ら
、
人

お
こ
し
・
街
お
こ
し
を
考
え
ま
す
。

農
業
者
の
自
主
性
を
大
切
に
し
、

昨
年
ま
で
の
農
業
振
興
大
会
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
今
回
は
、「
夢
そ

ば
街
道
」
の
実
現
に
貢
献
さ
れ
た

夢
前
町
の
大
規
模
農
家
衣
笠
愛
之

氏
が
講
演
を
行
い
ま
す
。
農
業
関

係
者
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
。 

▼
日
時
　
２
月
19
日
（日） 
13
時
30
分

か
ら
 

▼
場
所
　伝
統
産
業
会
館
大
研
修
室
 

▼
内
容
　
 

　
○
講
演
 

　「
地
域
に
根
ざ
し
た
水
田
農
業
」

講
師
　（
有
）
夢
前
夢
工
房
　

代
表
　
衣
笠
愛
之
氏
 

　
○
事
例
発
表
 

　「
食
文
化
拠
点
づ
く
り
と
、
き

す
み
の
の
町
づ
く
り
」
発
表
者

き
す
み
の
地
区
営
農
組
合
加
工

部
　
代
表
　
浅
田
光
好
氏
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
農
政
課
（
�

　
１
９
２
８
） 
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第
32
回
小
野
市
美
術
展
が
去

る
12
月
８
日
か
ら
12
月
11
日
に

か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
度
の
応
募
点
数
は
、
３
５
３

点
で
、
う
ち
１
９
３
点
が
入
選

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
市
長
賞

等
の
入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

【
絵
画
の
部
】
（
敬
称
略
）
 

市
長
賞
　
　
 
 
大
西
美
沙
子
 

 
 
 
 
 （
加
古
郡
稲
美
町
） 

市
議
会
議
長
賞
 
小
松
原
謙
介
 

 
 
 
 
 （
西
脇
市
鹿
野
町
） 

教
育
長
賞
　
　
 
 
門
脇
敦
子
 

 
 
 
 
 （
多
可
郡
多
可
町
） 

文
化
連
盟
会
長
賞
　
吉
岡
雅
哉

　
　
　
　
　
　（
神
戸
市
西
区
） 

商
工
会
議
所
会
頭
賞
遠
藤
兼
一

　
　
　
　
　
　（
加
東
郡
社
町
） 

美
術
協
会
会
長
賞
　
藤
原
廣
幸
 

　
　
　
　
　（
西
脇
市
高
田
井
町
） 

 【
書
道
の
部
】
（
敬
称
略
）
 

市
長
賞
　
　
　
 

松
井
美
千
代

　
 
 
 
 （
小
野
市
中
谷
町
） 

市
議
会
議
長
賞
 
 
間
嶋
圭
光
 

 
 
 
 
 （
多
可
郡
多
可
町
） 

教
育
長
賞
　
　
　
 
甲
山
京
子
 

 
 
 
 （
小
野
市
久
保
木
町
） 

文
化
連
盟
会
長
賞
　
神
木
直
美

　
　
　
　（
小
野
市
育
ヶ
丘
町
） 

商
工
会
議
所
会
頭
賞
　
柳
　
垂
梢
 

　
　
　
　
　（
小
野
市
新
部
町
） 

美
術
協
会
会
長
賞
 

井
上
政
行

　
　
　
　
　（
小
野
市
脇
本
町
） 

 【
写
真
の
部
】
（
敬
称
略
）
 

市
長
賞
　
　
　
　
　
西
川
弘
巳
 

 
 
 
 （
三
田
市
武
庫
が
丘
） 

市
議
会
議
長
賞
 
 
田
辺
　
勝
 

 
 
 
 
 （
加
古
郡
播
磨
町
） 

教
育
長
賞
　
　
　
 
斎
寺
義
則
 

　
　
　
　（
明
石
市
大
久
保
町
） 

文
化
連
盟
会
長
賞
　
長
井
利
之

　
　
　
　
　（
宍
粟
市
山
崎
町
） 

商
工
会
議
所
会
頭
賞
　旗
谷
美
和
子

　
　
　
　
　
　
（
神
戸
市
北
区
） 

美
術
協
会
会
長
賞
 荻
野
美
千
代
 

 
（
京
都
府
天
田
郡
夜
久
野
町
） 

 【
彫
塑
・
工
芸
の
部
】（
敬
称
略
） 

市
長
賞
　
　
　
　
秦
　
榮
一
郎
 

 
 
 
 
 
 （
豊
岡
市
野
田
） 

市
議
会
議
長
賞
 
 
細
岡
和
夫
 

 
 
 
 
 （
神
崎
郡
神
河
町
） 

教
育
長
賞
　
　
　
　

樟
　
保
男
 

 
 
 
 （
明
石
市
東
朝
霧
丘
） 

文
化
連
盟
会
長
賞
　
岸
野
　
章

　
　
　
　
　（
加
古
川
市
別
府
町
） 

商
工
会
議
所
会
頭
賞
　
冨
永
桂
彦

　
　
　
　
　
　
（
明
石
市
藤
江
） 

美
術
協
会
会
長
賞
 

渡
辺
義
弘

　
　
　
　（
加
古
川
市
平
荘
町
） 

「
小
野
市
農
業
を
考
え
る
大
会
 

　
２
０
０
６
」
を
開
催
し
ま
す
 

 

電
話
 

検
定
日
 

2／19 
（日） 
 

2／18 
（土） 
 
 

2／12 
（日） 
 

2／11 
（土） 
 

2／5 
（日） 
 

2／4 
（土） 
 

計　算 

受付 
時間 

受検 
時間 

9時30分～ 

9時50分  

 

10時30分～ 

10時50分 

10時00分～ 

10時30分 

11時00分～ 

11時30分 

 

 

去
る
１
月
９
日
、
成
人
式
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
成
人
式
は
、
新
成
人
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
か
つ
、
心
に

残
る
成
人
式
に
し
た
い
と
、
14
名

の
新
成
人
実
行
委
員
が
、
昨
年
の

9
月
か
ら
、
自
分
達
の
手
に
よ

り
企
画
・
運
営
を
進
め
て
き
ま
し

た
。 そ

の
成
果
と
し
て
、
新
成
人
の

参
加
率
も
８３
％
と
過
去
最
高
（
平

成
元
年
か
ら
の
調
べ
）
と
な
り
、

ま
た
式
典
は
、
舞
台
と
会
場
が
一

体
と
な
っ
た
、
非
常
に
す
ば
ら
し

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
新
成
人

の
皆
さ
ん
も
、
参
画
と
協
働
の
ス

テ
ッ
プ
を
踏
み
出
し
、
新
た
な
世

界
に
羽
ば
た
か
れ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。 

2
0
0
6
年
の
成
人
式
は
 

過
去
最
高
の
参
加
率
！
 

 

市民版「おの検定」 
好評実施中！ 

 2,000人が受検 
2月の検定会場および日程 
 

受付および受検時間 
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
生
涯
学

習
課
内
市
民
版
「
お
の
検
定
」

定
」
係
（
�

　
２
４
４
５
） 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
１
月
号
の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◯ 63

科目 漢　字 

会
場
 

コミセン 
いちば 

コミセン 
きすみの 

コミセン 
おの 

コミセン 
おおべ 

コミセン 
かわい 

コミセン 
下東条 

◯ 62◯ 63◯ 63◯ 63◯ 66◯ 67
0044 2030 6100 1020 7082 2454

　実行委員が新成人の各出
身中学校の恩師の方々を取
材し、新成人へのメッセー
ジをいただいたビデオメー
ルが流されると、会場から
は大きな歓声が上がってい
ました 

　堅苦しい「式」ではなく、皆で
作る「イベント」としての要素も
充分！会場の新成人にインタビュー
する実行委員 
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（
イ
）
楽
し
く
で
き
る
体
操
や
認

知
症
の
予
防
等
の
情
報
を
提
供

し
ま
す
。 

（
ウ
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支

援
し
、
地
域
で
支
え
る
介
護
予

防
の
た
め
の
事
業
を
行
い
ま
す
。 

お
尻
と
太
も
も
の
外
側
に
あ
る

の
が
股
の
外
転
筋
群
で
、
足
を
横

に
開
く
働
き
を
し
ま
す
。
片
足
立

ち
の
も
と
に
な
る
筋
肉
で
、
歩
行

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
き
に
働
き

ま
す
。 

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
） 

１
、
椅
子
の
背
も
た
れ
を
持
っ
て

ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
ま
す
。 

２
、
膝
や
腰
を
曲
げ
な
い
で
、
片

足
を
ま
っ
す
ぐ
横
に
開
き
ま
す
。

足
指
は
、
絶
え
ず
前
を
向
い
て

い
る
こ
と
を
確
か
め
て
く
だ
さ

い
。 

３
、
足
を
元
の
位
置
ま
で
下
げ
、

両
足
を
交
替
し
繰
り
返
し
ま
す
。 

初
め
は
1
〜
3
回
、
慣
れ
て
く

れ
ば
8
回
ま
で
繰
り
返
し
て
み
ま

し
ょ
う
。 

③
動
く
の
が
不
自
由
に
な
っ
た
り
、

閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
あ
る
等
の

虚
弱
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
次

の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

　
施
設
等
に
お
い
て
、 

＊
運
動
機
能
の
向
上
 

　
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
等
の
運
動
 

＊
栄
養
改
善
 

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
食
事
の
工
夫

な
ど
の
栄
養
相
談
 

＊
口
腔
機
能
の
向
上
 

　
口
腔
や
義
歯
の
清
掃
方
法
の
説

明
、
飲
み
込
み
訓
練
、
健
口
（
け

ん
こ
う
）
体
操
の
実
施
等
 

＊
「
閉
じ
こ
も
り
」
や
「
う
つ
」、

「
認
知
症
」
な
ど
の
予
防
支
援
 

　
家
庭
訪
問
を
し
ま
す
。 

④
高
齢
者
や
家
族
の
方
の
相
談
 

等
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備

室
（
内
線
７
５
９
、
ま
た
は
７

６
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

健康が一番と熱心に「いきいき体操」に 
取り組む元気な皆さん　（コミセンおおべ） 
 

さ
あ
や
っ
て
み
よ
う
！
 

椅
子
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

 

児童
館 

チャ
イコ
ム 

平成
17年度

　　　　　　　就園前の子どもとお母さんで、グループを編成しています。グループ 
活動や講座を受講して「子育て」のことを学習したり、みんなで子育ての悩みや喜び 
を共有しながら子育ての輪を広げ、『親育ち』『子育ち』をしています。今年度のグループを紹介します。 
 

子 育 て 

　身近なものを使って身体を動かし
たり運動遊びをしています。七夕や
クリスマスなどの季節の行事も取り
入れて、子育てを楽しんでいます。 

　リズム体操を中心に活動しています。 
講師を招いて親子でエアロビクスもしました。 
アットホームな感じで楽しく活動しています。 

　手袋人形にチャレンジしました。家では、なかなか作
ることができない手袋人形をみんなでワイワイ言いなが
ら作り、お話や童話の主人公達がかわいい手袋人形にな
りました。子ども達の大好きな人形劇を楽しんでいます。 

　絵本の読み聞かせを中心に、楽しく仲良く活動して
います。季節に合った絵本や、各自の好きな絵本を紹
介しあったり、親子で絵本作りにも挑戦し、世界に一
つしかない手作り絵本も出来上がりました。 

　グループの思い出を形として残せるパネルシ
アターに挑戦しています。大きなパネルのお弁
当箱の中に不織布に描いた色とりどりの食べ物
がいっぱい。“お弁当”の歌にあわせて、おに
ぎりやおかずをパネルに付けたり外したり。 
親子共々楽しく活動しています。 

問い合わせ先　児童館チャイコム（�　 8588） ▼
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 受
診
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
ま
た

は
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ま
で
 

更
生
医
療
制
度
　
福
祉
課
障
害
福

祉
係
 

育
成
医
療
制
度
　
社
健
康
福
祉
事

務
所
保
健
指
導
課
（
�

０
７
９
５

　
３
９
６
７
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（
�

　
１
０
１
１
） 

【参考】自立支援医療の対象者、自己負担の概要 
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こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
、 

歳
を
と
っ
て
も
ま
す
ま
す
元
気
 

で
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！
 

市
で
は
、
こ
の
た
び
の
介
護
保

険
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
介
護

予
防
を
推
進
す
る
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。（
セ
ン
タ
ー
紹
介:

そ
の
１
） 

Ｑ:

設
置
の
時
期
は
？
 

Ａ:

平
成
１８
年
4
月
1
日
に
設
置

の
予
定
で
す
。 

Ｑ:

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

設
置
の
目
的
は
？
 

Ａ:

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
要
介
護

状
態
に
な
る
前
か
ら
、
日
常
的

な
健
康
管
理
や
予
防
対
策
が
大

切
で
す
。
ま
た
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
状
態
の
悪

化
を
防
ぎ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
方
一
人
ひ
と
り
に
一
貫

し
た
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。 

高
齢
期
の
生
活
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
が
、
切
れ
目
な
く
提
供
さ

れ
る
よ
う
在
宅
、
施
設
を
問
わ

ず
、
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
近
隣
同
士

の
助
け
合
い
ま
で
地
域
全
体
の

取
り
組
み
を
支
援
し
、
高
齢
者

の
方
々
の
心
身
の
健
康
の
維
持
、

福
祉
・
医
療
の
向
上
と
増
進
の

た
め
に
必
要
な
支
援
を
包
括
的

に
担
う
地
域
の
中
核
機
関
と
し

て
設
置
し
ま
す
。 

Ｑ:

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
職
員
は
？
 

Ａ:
保
健
師
、
主
任
介
護
支
援
専

門
員
、
社
会
福
祉
士
を
配
置
し

ま
す
。 

Ｑ:

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
何
を
す
る
と
こ
ろ
な
の
？
 

（
事
業
の
内
容
） 

①
要
介
護
認
定
が
要
支
援
1
の
方
、

要
介
護
1
の
一
部
の
方
（
4
月

か
ら
要
支
援
２
が
創
設
さ
れ
ま

す
）
の
介
護
予
防
計
画
（
新
予

防
給
付
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成

し
ま
す
。 

②
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対

象
に
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実

施
し
ま
す
。 

（
ア
）
い
つ
ま
で
も
元
気
に
！
介

護
予
防
教
室
…
運
動
指
導
員
が

中
心
と
な
り
体
操
を
分
か
り
や

す
く
指
導
し
ま
す
。
ま
た
年
に

2
か
ら
3
回
体
力
測
定
を
実
施

し
ま
す
。
理
学
療
法
士
、
栄
養

士
に
よ
る
個
別
相
談
等
も
計
画

し
て
い
ま
す
。 

障
害
者
自
立
支
援
法
 

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
 

　
　
　
　
（
そ
の
2
） 
精
神
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度
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1. 対象者：従来の精神通院医療、更生医療、育成医療の対象者であって一定所得未満の者（対象疾病は従来の対象疾病の範囲どおり） 
2. 給付水準：自己負担については1割負担（　　　部分）。ただし、所得水準に応じて負担の上限額を設定。また、入院時の食費（標準負担 
　　　　　　額）については自己負担。 
3. 「世帯」：「世帯」の単位については、住民票上の世帯の如何にかかわらず、同じ医療保険に加入している家族の人数によって範囲を設定します。 

※1　①　育成医療（若い世帯）における負担の激変緩和の経過措置を実施する。 
　　  ②　再認定を認める場合や拒否する場合の要件については、今後、実証的な研究結果に基づき、制度施行後概ね1年以内に明確にする。 
※2　①　当面の重度かつ継続の範囲 
　　・疾病、症状等から対象となる者 
　　　　  精神通院医療：①統合失調症、躁うつ病、うつ病、てんかん、認知症等の脳機能障害、薬物関連障害（依存症等） 
　　　　　　　　　　　　②3年以上の精神医療の経験を有する医師により、以下の病状を示す精神障害のため計画的・集中的な通院医療 
　　　　　　　　　　　　（状態の維持、悪化予防のための医療を含む）を継続的に要すると診断された者として、認定を受けた者 
　　　　　　　　　　　　・情動及び行動の障害 
　　　　　　　　　　　　・不安及び不穏状態 
　　　　　更生・育成医療：腎臓機能・小腸機能・免疫機能障害 
　　　・疾病等に関わらず、高額な費用負担が継続することから対象となる者 
　　　　　精神・更生・育成医療：医療保険の多数該当の者 
　　②　重度かつ継続の対象については、実証的な研究成果を踏まえ、順次見直し、対象の明確化を図る。 
※3　「一定所得以上」かつ「重度かつ継続」の者に対する経過措置は、施行後3年を経た段階で医療実態等を踏まえて見直す。 

一定所得以下 

生活保護世帯 

生活保護 

負担0円 

中間所得層 
市民税非課税世帯 
本人収入≦80万 

低所得1 

負担上限額 

2,500円 

【参考】自立支援医療の対象者、自己負担の概要 
 

市民税非課税世帯 
本人収入＞80万 

低所得2 

負担上限額 

5,000円 

市民税 ＜2万 
（所得割）世帯 

2万≦市民税 ＜20万 
（所得割）世帯 

20万≦市民税 
（所得割）世帯 

一定所得以上 

中間所得層 ※1

負担上限額 
10,000円 

負担上限額 
40,200円 

負担上限額：医療保険の自己負担限度額 

育成医療の経過措置 

重 度 か つ 継 続 ※2

中間所得層1 
負担上限額 
5,000円 

中間所得層2 
負担上限額 
10,000円 

一定所得以上 
（重継）※3 
負担上限額 
20,000円 

一定所得以上 
公費負担の対象外 

（医療保険の負担割合 
・負担限度額） 

精
神
通
院
医
療
費
公
費
負
担
制

度
受
給
者
等
の
自
立
支
援
医
療
制

度
へ
の
移
行
申
請
に
つ
い
て
 

こ
れ
ま
で
の
精
神
通
院
医
療
費

公
費
負
担
制
度
、
更
生
医
療
・
育

成
医
療
制
度
が
障
害
者
自
立
支
援

法
の
施
行
に
伴
い
、
自
立
支
援
医

療
と
し
て
再
編
さ
れ
、
受
給
者
負

担
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す
。
　

　
精
神
通
院
医
療
に
つ
い
て
は
医

療
費
の
う
ち
５
％
の
受
給
者
負
担

額
、
更
生
医
療
・
育
成
医
療
に
つ

い
て
は
世
帯
の
課
税
状
況
に
応
じ

て
負
担
額
を
算
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
4
月
1
日
か
ら
原
則
と

し
て
医
療
保
険
の
負
担
上
限
額
ま

で
医
療
費
の
1
割
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
（
た
だ

し
、
所
得
の
低
い
世
帯
に
は
下
図

の
と
お
り
、
よ
り
低
い
上
限
額
を

設
定
し
ま
す
）。
　
　
　
　
　
 

ま
た
、
所
得
制
限
も
設
け
る
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
一
定
所
得
以

上
の
世
帯
は
制
度
の
対
象
外
と
な

り
ま
す
。 

な
お
、
現
在
こ
れ
ら
の
制
度
を

受
給
中
の
方
が
引
き
続
き
継
続
し

て
受
給
さ
れ
る
た
め
に
は
、
新
た

な
手
続
き
が
本
年
3
月
３１
日
（金）
ま

で
に
必
要
と
な
り
ま
す
。 

手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

次
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

↑  



ふれあいひろば ふれあいひろば 
このコーナーはみなさんと　一緒につくるページです。 

いきいきと活動してい　る人や、暮らしの中で 
　思ったことなどいっ　ぱい教えてください。 
　　お気軽に総務部市　民サービス課まで。　 
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ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
下
東
条
 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２１
中
番
 

雛
祭
り
と
言
え
ば
、
今
は
３
月

３
日
で
、「
桃
の
節
句
」
と
も
呼

ん
で
い
ま
す
が
、
昔
は
旧
暦
の
３

月
３
日
（
今
の
暦
よ
り
約
１
か
月

遅
い
）
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
好

古
館
で
も
２
月
上
旬
か
ら
一
か
月

遅
れ
の
４
月
３
日
ま
で
雛
人
形
を

飾
り
ま
す
。 

金
屏
風
の
前
に
座
る
お
内
裏
様

と
お
雛
様
が
主
役
で
す
が
、
こ
の

お
雛
様
の
衣
装
を
【
十
二
単
】
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
実
は
、
好
古
館

で
は
そ
の
雛
祭
り
に
合
わ
せ
て
『
十

二
単
の
着
付
』
を
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
着
ら
れ
た
方
の
感
想
は

「
き
れ
い
」「
か
わ
い
い
」
や
、「
重

い
」「
暑
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。 好

古
館
で
着
用
し
て
い
る
【
十

二
単
】
は
、
正
確
に
は
「
女
房
装

束
」（
宮
中
に
勤
め
る
位
の
高
い

女
性
の
制
服
）
と
い
い
ま
す
。
十

二
単
と
い
う
名
前
を
聞
く
と
、
よ

く
「
１２
枚
着
る
の
？
」
と
質
問
さ

れ
ま
す
。
略
式
な
の
で
襟
元
だ
け

数
枚
重
ね
て
、
実
際
に
着
る
の
は

半
分
の
枚
数
で
し
た
（
重
さ
は
約

10
㎏
）。
と
こ
ろ
が
、
今
年
の
１

月
か
ら
登
場
し
た
新
し
い
十
二
単

は
12
枚
の
着
物
を
重
ね
て
着
ま
す
。

重
ね
衿
の
つ
い
た
衣
装
１
枚
が
「
五

衣
」
と
呼
ば
れ
て
、
５
枚
着
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
仕
掛
け
だ
っ
た

の
が
、
本
当
に
５
枚
を
着
る
の
で

す
。
　
 

時
に
は
、
衣
服
を
12
枚
以
上

着
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す

か
ら
、
昔
の
女
性
は
、
長
髪
の
う

え
、
た
く
さ
ん
着
物
を
着
込
ん
で

大
変
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。 

地
域
の
伝
統
あ
る
活
動
や
健
康

増
進
を
目
的
と
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
実
施
し
て
い

る
定
期
活
動
は
、
太
極
拳
・
フ
ッ

ト
サ
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

キ
ン
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

囲
碁
ボ
ー
ル
・
少
年
野
球
・
少
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
少
年
サ
ッ
カ
ー
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
１０
種
目
で
す
。 

今
回
は
、
少
年
野
球
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。 

少
年
野
球
で
は
、
監
督
以
下
１１

名
の
指
導
者
の
も
と
、
６
年
生
９

名
・
５
年
生
７
名
・
４
年
生
９
名
・

３
年
生
５
名
総
勢
３０
名
の
部
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。 

野
球
を
通
し
て
将
来
性
豊
か
な

子
ど
も
達
の
健
全
育
成
を
目
的
に

練
習
を
重
ね
、
昨
年
の
夏
に
は
、

２
つ
の
県
大
会
に
も
出
場
で
き
ま

し
た
。 

地
域
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
達
は

保
護
者
、
指
導
者
に
支
え
ら
れ
て

野
球
が
で
き
る
と
い
う
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
着
実
に
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。 

先
日
、
高
校
で
も
野
球
を
続
け

て
い
る
卒
業
生
数
名
が
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
来
て
一
緒
に
汗
を
流
し
て

く
れ
ま
し
た
。
指
導
者
と
し
て
は
、

彼
ら
が
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
く

れ
る
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
、
後

輩
の
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
一
緒
に
泣
い
て
笑
っ

て
が
ん
ば
っ
た
子
ど
も
達
が
今
後
、

青
少
年
健
全
育
成
の
よ
き
理
解
者

と
し
て
地
域
の
支
援
者
・
指
導
者

と
し
て
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
活
動

で
、
子
ど
も
達
は
大
好
き
な
野
球

を
通
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
活
動

し
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　（
�

　
０
４

６
１
　
担
当
　
石
井
滋
規
） 

今
回
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
人
気

急
上
昇
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
紹
介
し
ま
す
。 

下
東
条
地
区
の
「
こ
だ
ま
の
森
」

に
は
、
県
内
初
の
公
認
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
（
ク
イ
ー
ン
コ
ー

ス
８
ホ
ー
ル
、
キ
ン
グ
コ
ー
ス
８

ホ
ー
ル
）
が
あ
り
ま
す
。 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ま

た
男
女
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
普
段
は
静
か
な
山
間

で
も
大
き
な
歓
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
周
囲
に
す
ば
ら

し
い
施
設
が
あ
る
会
員
の
皆
さ
ん

は
熱
心
に
練
習
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
だ
ま
の
森
に
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
だ
け
で
は
な
く
、

芝
生
広
場
や
冒
険
の
小
道
・
花
の

小
道
・
健
康
の
小
道
な
ど
数
多
く

の
自
然
を
生
か
し
た
環
境
が
整
え

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家

族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　（
�

　
０
４

６
１
　
担
当
　
石
井
滋
規
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
推
進
委
員

会
事
務
局
（
体
育
保
健
課
内
）

（
�

　
２
５
９
１
） 
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い
つ
つ
 

～下東条・中番～ 

少年野球 

こだまの森でのグラウンドゴルフ 
 

に
ょ
う
ぼ
う
し
ょ
う
 

ぞ
く
 

ぎ
ぬ
 

色鮮やかな立ち姿（着るのは大変！） 
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12
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
デ
ー
は
、
12
月
24
日
の

ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
に
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
々
日
に

降
っ
た
雪
が
残
り
、
コ
ー
ス
が
凍

結
し
て
い
た
た
め
、
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

当
日
は
、
約
60
名
の
方
が
、
会

場
で
あ
る
河
合
小
学
校
に
来
ら
れ

ま
し
た
。 

来
ら
れ
た
方
に
は
、
中
止
の
説

明
と
来
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
デ
ー
の
お
知
ら
せ
を
し
ま

し
た
。 

年
に
一
度
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

姿
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
く
ん
・
ハ
ッ
ピ
ー

ち
ゃ
ん
に
会
え
な
か
っ
た
の

も
ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
で
し
た
。 

 

２
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
デ
ー
は
、
少
し
遅
め
の
バ
レ

ン
タ
イ
ン
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま

す
。
家
族
や
友
達
を
誘
っ
て
、
楽

し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
！
 

▼
日
時
　
２
月
25
日
（土）
　10
時
か

ら
 

▼
集
合
場
所
　
市
場
小
学
校
運
動

場
 

▼
コ
ー
ス
　
ゆ
ぴ
か
方
面
 

※
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
で
き

る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
き
て
く

だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
お
の
ハ
ー
ト

フ
ル
歩
人
会
会
長
　
都
筑
英
治

（
�

　
４
６
０
７
）
体
育
保
健

課
（
�

　
２
５
９
１
） 

　人気はお姉ちゃん
にとられてしまいま
すが、私は愛嬌タッ
プリで食べ物を確保。 
強くたくましくこれ
からも生きていくぞ！ 
　　（母　まゆみさん） 

　男勝りで活発！する
事も大胆な舞優。 
　どんな女の子に成長
するのやら。 
でも一日一日の成長

を一緒に喜んでいこう
ね♪　　（母　裕美さん） 

　お兄ちゃんやお姉
ちゃんにかこまれて
幸せ一杯の誠司。 
　強く賢く優しい男
の子になって下さい。 
　　（母　由美子さん） 

前川　誠司ちゃん 
（河合西町・1歳3ヶ月） 
 

まえかわ　　せい じ 

村上　舞優ちゃん 
（王子町・1歳3ヶ月） 
 

むらかみ　　 ま　ゆ 

（喜多町・1歳3ヶ月）

い わ さ 　 か ほ  

岩佐 佳歩ちゃん　 

　いつもニコニコで甘
えん坊の蓮。 
　その笑顔でパパとマ
マを幸せにしてくれる
ね。大スキだよ！！ 
     　 （母　裕香さん） 

藤原　蓮ちゃん 
（王子町・1歳2ヶ月） 

ふじわら　   れん 

２
月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
 

 

か
わ
い
い
サ
ン
タ
姿
は
 

来
年
ま
で
の
お
楽
し
み
！
 

 12月
の
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
か
ら
 

 

サンタ姿をお見せできなかったウェルビーくんと 
ハッピーちゃん。来年までのお楽しみ・・・！ 

◯ 63

◯ 63

のびのびと自分のペースで歩いてみませんか？ 
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去る12月18日、中島町で快晴の中、新観音堂の落慶法要が同町
の住民・関係者、約30名が集まり厳かに営まれました。同観音堂
は、明暦3（1657）年に河島道円が発願して、小堂を建立し十一面
観音立像を安置したことに始まると言われており、その後、天保
3（1832）年に再建され、「観音さん」として町民にも親しまれ、
朝に夕に熱心な信仰を受けておられたものです。 
築後170年を経て老朽化が激しいところに平成16年の台風被害

を受け雨漏りがひどくなり、同町で観音堂建設委員会を設置し再
建事業に取り組まれ、このたび落慶法要の運びとなったものです。
町の方からは、「中島町の歴史と伝統を再認識した。町民のここ
ろのよりどころとして守っていきたい。」との声も聞かれました。
（まちの特派員〈大部小学校区担当〉井上佐和さん情報提供） 
 

去る12月18日、河合地区地域づくり協議会（藤井隆雄会長）は、
河合小学校体育館とコミセンかわいでクリスマスファンタジー
を開催しました。 
河合小学校ではサンタと一緒に記念写真を撮り、また、ボラ

ンティア団体「Do it」のメンバーとストリートダンスをみんな
で楽しく踊りました。コミセンかわいでは、地元の方が昔の名
曲をアコーディオン、ギター、弾き語り等で演奏し、みんなで
合唱を楽しみました。他にも、５人の声優に頑張ってもらった
紙芝居、大笑いの連続だった腹話術、ビンゴゲームで大いに盛
り上がりました。最後にサンタからうれしいプレゼントをもらっ

た子ども達の輝いた目が印
象的でした。このイベント
を通して12月の季節感を
味わい、住民同士の親睦と
交流が図れたひとときでし
た。（まちの特派員〈河合
小学校区担当〉小林裕子さ
ん情報提供） 

去
る
12
月
10
日
、
来
住
小
学
校
講
堂
で
連
合
・
来
住
小
学
校
・
小
野
南
中
学
校
の
３
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
催

で
合
同
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
来
住
小
学
校
恒
例
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

頬
を
染
め
な
が
ら
全
児
童
が
完
走
。
保
護
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
熱
い
う
ど
ん
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。 

合
同
セ
ミ
ナ
ー
は
来
住
小
学
校
・
小
野
南
中
学
校
児
童
生
徒
と
保
護
者
多
数
が
参
加
。
12
時
30

分
、
土
居
久
実
会
長
（
来
住
小
学
校
）
の
挨
拶
で
開
幕
。 

第
１
部
は
京
都
大
学
生
の
「
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」。
ハ
ン
カ
チ
が
一
瞬
に
十
数
本
の
万
国
旗
に
変

わ
る
と
歓
声
の
渦
。 

第
２
部
は
立
命
館
大
学
生
の
「
科
学
シ
ョ
ー
」。
細
長
い
風
船
に
そ
っ
て
フ
ワ
リ
フ
ワ
リ
と
漂
う

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
見
て
、
私
も
挑
戦
さ
せ
て
の
大
合
唱
が
沸
く
中
、
野
田
千
秋
会
長
（
小
野
南
中
学

校
）
の
挨
拶
で
約
２
時
間
の
シ
ョ
ー
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

青
木
百
合
子
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
「
こ
れ
ま
で
単
独
開
催
し
て
き
た
が
、
今
年
は
互
い
の
交
流
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
催
。
こ
れ
を
機
会
に
さ
ら
に
連
携
を
深
め
た

い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

（
ま
ち
の
特
派
員
〈
来
住
小
学
校
区
担
当
〉
石
倉
敏
二
さ
ん
情
報
提
供
） 

連合PTA主催による小野南中学校・来住小学校 

「合同子育てセミナー」開幕！ 

大学生のマジックショーに子どもたちも大喜び！ 
 

クリスマスファンタジー クリスマスファンタジー 

楽しい交流の機会になりました 
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去る10月30日総合体育館（アルゴ）にて、第2回スポーツギネスＯＮ
Ｏ（共通部門）を開催しました。参加者168名が集まり、23部門にて大
会記録が更新されました。なお、記録が更新されましたチャンピオンの
氏名を総合体育館（アルゴ）ロビーに表示いたしますのでご覧ください。
（［協会部門］については、全ての種目が終了しだい掲載します。） 

小
野
市
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
顕
著
な
成
績
を
残
し
た
選

手
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
貢
献
や
、

優
秀
な
選
手
育
成
に
尽
力
し
た
指

導
者
を
表
彰
し
ま
す
。 

ま
た
、
表
彰
式
終
了
後
、
井
村

雅
代
氏
（
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

日
本
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
）
に
よ

る
講
演
会
を
「
世
界
に
挑
戦
し
続

け
て
」
と
題
し
て
行
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す（
入
場
無
料
）。 

▼
日
時
　
２
月
１８
日
（土） 

　
表
彰
式
１４
時
か
ら 

　
講
演
会
１４
時
５０
分
か
ら 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
体
育
保
健
課

　（
�

　
２
５
９
１
） 
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［共通部門］ 第2回スポーツギネスＯＮＯ成績表 
記　　録 新記録  種　目 

 
部　　門 チャンピオン名 

金谷　健太 
澤尾　彩香 
工藤　汰綺 
萩原　　萌 
井上　浩明 
稲岡　円香 
橋本　祐哉 
柳田　嘉彦 
工藤　幸治 

木和田悦子・西垣　喜代 
内藤　晴樹 
広瀬　雄気 
工藤　麗奈 
平得　敬士 
山田　真緒 
井上　浩明 
加藤　和義 
木和田悦子 
内藤　晴樹 
広瀬　雄気 
工藤　汰綺 
登　　綾音 
井上　浩明 
工藤　幸治 
工藤　純子 
内藤　晴樹 
西畑　　篤 
田中　早紀 
小林　由汰 
井上　雪絵 
森　　祐太 
横山　奈穂 
井上　めぐみ 
依藤　慎市 
安好　里美 
ちょっと若手 
丸山町キッズ 

スポーツクラブ21おの 
ＫＡＷＡＩ’6

小学1・2年生男子 
小学1・2年生女子 
小学3・4年生男子 
小学3・4年生女子 
小学5・6年生男子 
小学5・6年生女子 
中学生男子 

高校生～29歳男子 
30歳～49歳男子 
30歳～49歳女子 
50歳以上男子 
小学1・2年生男子 
小学1・2年生女子 
小学3・4年生男子 
小学3・4年生女子 
小学5・6年生男子 
30歳～49歳男子 
30歳～49歳女子 
50歳以上男子 
小学1・2年生男子 
小学3・4年生男子 
小学3・4年生女子 
小学5・6年生男子 
30歳～49歳男子 
30歳～49歳女子 
50歳以上男子 
小学1・2年生男子 
小学1・2年生女子 
小学3・4年生男子 
小学3・4年生女子 
小学5・6年生男子 
中学生女子 

高校生～29歳女子 
30歳～49歳男子 
30歳～49歳女子 

 
小学生 
一般男子 
一般女子 

（小学生用）11段 
（小学生用）11段 
（小学生用）13段 
（小学生用）13段 

14段 
9段 
15段 
20段 
17段 
10段 
14段 
2.6秒 
1.8秒 
3.6秒 
2.5秒 
2.0秒 
30.7秒 
2.3秒 
3.3秒 

1ｍ06ｃｍ 
75ｃｍ 

7ｍ92ｃｍ 
30ｍ86ｃｍ 
38ｍ90ｃｍ 
1ｍ04ｃｍ 
4ｍ34ｃｍ 

48回 
46回 
14回 
93回 
145回 
71回 
34回 
349回 
81回 
11回 

1分11秒 
53秒 

4分22秒 

 
 
 
◎ 
 
 
◎ 
◎ 
 
 
 
◎ 
 
◎ 
 
◎ 
◎ 
 
◎ 
◎ 
 
◎ 
◎ 
 
◎ 
◎ 
◎ 
 
 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
 
◎ 
 
◎ 

第2回スポーツギネスONO（共通部門）チャンピオン更新

昨年の表彰式のようすと井村雅代氏 

跳び箱 

静止倒立 
 

倒立歩行 

短なわ二重とび 

アジャタ 

大なわとび 
 

 



暮らしの 
相談箱 
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市
で
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
に

基
づ
き
、
可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
、

空
き
缶
類
等
の
分
別
収
集
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
ビ
ン
類
も
そ
の

一
種
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ビ

ン
類
の
正
し
い
搬
出
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

①
搬
出
す
る
時
は
洗
っ
て
か
ら
 

搬
出
す
る
時
は
、
必
ず
ビ
ン
の

中
を
空
に
し
、
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
キ
ャ
ッ
プ
や
栓
は
必
ず
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
（
金
属
製
の

キ
ャ
ッ
プ
は
空
き
缶
・
小
物
金
属

類
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

キ
ャ
ッ
プ
は
可
燃
ご
み
と
し
て
搬

出
し
て
く
だ
さ
い
）。 

②
３
種
類
に
区
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ

　
の
ド
ラ
ム
缶
へ
 

「
白
色
（
無
色
）」「
茶
色
」「
緑
・

黒
・
青
な
ど
の
色
付
ビ
ン
」
の
３

種
類
に
区
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
ド

ラ
ム
缶
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

③
収
集
日
を
守
る
 

収
集
日
は
各
月
に
一
回
で
す
。

お
住
ま
い
の
地
域
で
は
い
つ
搬
出

す
る
の
か
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。 

④
搬
出
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
 

搬
出
可
能
な
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
ビ
ン
類
収
集
用
の
ド
ラ
ム

缶
が
置
い
て
あ
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
最
近
引
っ
越
し
て
来
ら

れ
た
方
は
、
ご
近
所
の
方
に
尋
ね

る
な
ど
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

◆
ガ
ラ
ス
の
食
器
な
ど
は
ビ
ン
類

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
 

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
の
搬
出
区
分

で
ビ
ン
類
に
含
ま
れ
、
ビ
ン
の
日

に
収
集
し
た
も
の
は
新
た
な
ビ
ン

に
再
生
さ
れ
ま
す
。
ビ
ン
以
外
の

ガ
ラ
ス
製
品
は
、
一
見
同
じ
に
見

え
ま
す
が
、
不
純
物
が
混
入
し
て

い
た
り
、
原
料
が
異
な
っ
て
い
た

り
す
る
の
で
、
ビ
ン
と
し
て
再
生

す
る
こ
と
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
。

ガ
ラ
ス
食
器
（
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ
プ

な
ど
）、
窓
ガ
ラ
ス
、
電
球
、
蛍

光
灯
、
鏡
や
耐
熱
ガ
ラ
ス
（
食
器
・

灰
皿
等
）
は
ビ
ン
類
と
し
て
で
は

な
く
、
不
燃
ご
み
と
し
て
搬
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

◆
化
粧
品
の
ビ
ン
は
不
燃
ご
み
で

　
す
！
 

化
粧
品
の
ビ
ン
も
ガ
ラ
ス
食
器

同
様
不
純
物
が
混
じ
っ
て
い
る
も

の
が
多
い
た
め
再
び
ビ
ン
と
し
て

再
生
で
き
ま
せ
ん
。
不
燃
ご
み
と

し
て
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

エ
ス
テ
や
英
会
話
、
家
庭
教
師

な
ど
、
継
続
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
果
が
現

れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
特

定
継
続
的
役
務
提
供
と
い
い
、
次

の
６
業
種
に
つ
い
て
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
店
舗
契
約
で
あ
っ

て
も
中
途
解
約
が
で
き
、
８
日
間

以
内
な
ら
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
も

で
き
ま
す
（
教
材
な
ど
の
関
連
商

品
も
対
象
）。 

①
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま
す
 

営
業
所
へ
自
分
か
ら
出
向
い
た

契
約
で
も
、
契
約
書
面
を
受
領
し

た
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま
す
。 

②
中
途
解
約
が
で
き
ま
す
 

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
も
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
に
中

途
解
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
役
務
を
受
け
た
分
に
関
し

て
の
費
用
は
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
事
業
者
が
請
求
で
き

る
損
害
賠
償
・
違
約
金
の
上
限
が

次
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

市
で
は
毎
週
水
曜
日
に
専
門
の

消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
安
全

グ
ル
ー
プ
（
�

　
３
３
８
７
）
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

登
録
グ
ル
ー
プ
に
は
、
立
ち
上

げ
経
費
助
成
、
防
犯
活
動
用
品
の

配
布
、
防
犯
情
報
の
提
供
を
行
い

ま
す
。 

市
で
は
青
色
回
転
灯
を
装
備
し

た
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
日
夜
市
内
を

巡
回
し
、
子
ど
も
達
の
安
全
確
保

を
重
点
の
ひ
と
つ
に
す
る
な
ど
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

よ
り
皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
作
る
に
は
、
地
域
に
お
け
る

防
犯
意
識
の
高
ま
り
が
不
可
欠
で

す
。 県

で
は
自
主
防
犯
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
く
グ
ル
ー
プ
の
登
録
を

受
け
付
け
し
、
グ
ル
ー
プ
の
立
ち

上
げ
・
活
動
経
費
の
助
成
（
5
万

円
か
ら
）
や
活
動
用
品
（
ジ
ャ
ン

パ
ー
や
腕
章
な
ど
）
の
支
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域
安
全
グ

ル
ー
プ
（
�

　
３
３
８
７
）・

北
播
磨
県
民
局
県
民
生
活
部
県

民
運
動
課
（
�

０
７
９
５
　
９

３
５
１
） 

搬
出
方
法
 

◯ 63

エ
ス
テ
や
英
会
話
教
室
の
中
途
 

解
約
に
つ
い
て
 

ま
ち
づ
く
り
防
犯
グ
ル
ー
プ
 

結
成
の
ご
案
内
 

◯ 63

◯ 42

提供されたサービスの対価＋2万円又は 
契約残額の20％のいずれか低い額 

役務の種類 
 

契約期間 
 

契約金額 
 

表2 （違約金の上限額） 
 

表1

エステティックサロン 
 

外国語会話教室・家

庭教師・学習塾・パ

ソコン教室・結婚相

手紹介サービス 

1か月超 
 

2か月超 

 

5万円超 
 

5万円超 
 

役務の種類 
 

サービスを受ける前 
 

サービスを受けた後 
 エステティック 

サロン 
 
外国語会話教室 
 
家庭教師 
 
学習塾 
 
パソコン教室 
 
結婚相手紹介サ 
ービス 3万円 

2万円 
 

1万5千円 
 
2万円 
 

1万1千円 
 
1万5千円 
 

提供されたサービスの対価＋2万円又は 
契約残額の10％のいずれか低い額 
提供されたサービスの対価＋5万円又は 
契約残額の20％のいずれか低い額 
 提供されたサービスの対価＋5万円又は 
1か月分の対価のいずれか低い額 
 提供されたサービスの対価＋2万円又は 
1か月分の対価のいずれか低い額 
 提供されたサービスの対価＋5万円又は 
契約残額の20％のいずれか低い額 
 

防

犯意
識を高めよう！



森の湯 水辺の湯 

休 館 日  

休 館 日  

森の湯 水辺の湯 

水辺の湯 森の湯 
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温泉豆知識　 
        その⑦ 

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 

冬の寒さで冷え切った体でいきなり熱いお湯に入ることは、温度
差で急激な血圧の上昇を招く恐れもあるので、お湯に入る前は『か
け湯』を行ってから入りましょう。肩からかけるのではなく、体の
末端であるつま先から始め、おなか、腕、肩から胸へと少しずつお
湯の温度に体を慣らしてください。入浴については半身浴から始め、
体がお湯になじんだ後全身浴に移りましょう。入浴後は湯冷めを防
ぐためにも体の表面の水分をよく拭き取る事が大切です。冬場は効
果的で安全な入浴で、寒さを乗り切りましょう！ 

問い合わせ先　白雲谷温泉ゆぴか（�　 0261） 
　　　　　　　営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで）毎週火曜定休 

▼
 

◯ 70

休 館 日  

休 館 日  

休 館 日  

お風呂カレンダー 
男性 女性 日 月 曜

日
 1 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
 

水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
 
 
 

2
月
 

3
月
 

森の湯 水辺の湯 

水辺の湯 森の湯 

水辺の湯 森の湯 

上手な温泉の入り方 
 

ゆぴかがオープンしてから2度目のお正月を迎えました。 
1月2日の初風呂は大盛況のうちに終わりました。 
 

【ゆぴかの泉質】 
 ミネラルを多く含んだ食塩泉で、この寒い時季にはピッタリな泉質
です。体の芯から温まり、入浴後も保温効果が持続します。年が明け、
寒さが一層厳しくなってからも、『温まる温泉』との評判を聞いて連
日遠方から、多くのお客様がお越しになっています。なお、毎週木・
金曜日の12時から18時は比較的すいていますので、ゆっくり入浴した
い方にオススメです。 

・
か
ば
ん
や
貴
重
品
な
ど
を
車
内

に
置
い
て
お
か
な
い
。 

・
ほ
ん
の
少
し
の
時
間
で
も
車
か

ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
ド
ア
ロ
ッ

ク
を
す
る
。 

・
自
動
車
は
路
上
や
空
地
に
放
置

し
な
い
。 

・
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
必
ず

施
錠
す
る
。 

・
主
錠
の
ほ
か
に
補
助
錠
を
つ
け

る
（
ワ
ン
ド
ア
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）。 

・
割
れ
に
く
い
防
犯
ガ
ラ
ス
等
を

設
置
す
る
。 

・
庭
木
を
剪
定
す
る
な
ど
し
て
、

見
通
し
を
よ
く
し
、
侵
入
者
が

身
を
隠
す
場
所
が
な
い
よ
う
に

す
る
。 

平
成
１７
年
12
月
末
現
在
の
市
内

の
窃
盗
犯
認
知
件
数
は
侵
入
盗
が

１
０
６
件
、
非
侵
入
盗
が
５
２
４

件
と
前
年
同
期
に
比
べ
、
そ
れ
ぞ

れ
８
件
、1
0
８
件
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と
し

て
空
き
巣
ね
ら
い
、
車
上
ね
ら
い

の
件
数
は
多
く
、
再
度
左
記
の
こ

と
に
注
意
し
、
さ
ら
な
る
防
犯
意

識
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

地
域
の
安
全
は
、
地
域
住
民
で

つ
く
り
あ
げ
る
も
の
で
す
。
地
域

の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
の
目
で

犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

「
防
犯
は
地
域
み
ん
な
の
心
が
け
」 

空
き
巣
対
策
 

車
上
ね
ら
い
対
策
 

市内窃盗犯罪発生状況（平成17年12月末現在） 

 交番・  
 駐在所別 

 罪　種 窃　　　　　　　　盗　　　　　　　　犯 
侵　　　入　　　盗 非　　侵　　入　　盗 

忍

込

み

 

 空
き
巣
ね
ら
い
 

居

空

き

 

 

計 
 

計 
 

事
務
所
荒
し
 

 学
校
荒
し
 

 倉
庫
荒
し
 

 金
庫
破
り
 

出
店
荒
し
 

  給
油
所
荒
し
 

 そ

の

他

 

 そ

の

他

 

 自
動
車
盗
 

オ
ー
ト
バ
イ
盗
 

自
転
車
盗
 

 車
上
ね
ら
い
 

合
　
計
 

 
す
　
り
 

ひ
っ
た
く
り
 王　子  

市　場  
河合西  
粟　生  
下来住  
菅　田  
小　田  
小　計  
前年度  

 
364 
79 
81 
18 
46 
13 
29 
630 
746

307 
62 
74 
14 
35 
11 
21 
524 
632

 
161 
32 
66 
4 
14 
7 
11 
295 
293

 
 
 
 
 
 
 
0 
0

 
 
 
 
 
 
 
0 
0

3 
 
 
 
 
 
 
3 
4

59 
10 
2 
1 
8 
3 
7 
90 
153

54 
5 
4 
6 
7 
1 
 
77 
101

19 
7 
1 
 
4 
 
1 
32 
41

11 
8 
1 
3 
2 
 
2 
27 
40

57 
17 
7 
4 
11 
2 
8 
106 
114

10 
2 
 
 
2 
1 
 
15 
15

 
 
 
 
 
 
 
0 
0

9 
 
 
2 
1 
1 
7 
20 
15

2 
 
1 
 
 
 
 
3 
0

5 
2 
1 
 
 
 
 
8 
4

3 
2 
 
 
 
 
 
5 
31

2 
 
 
 
1 
 
 
3 
2

23 
11 
5 
1 
6 
 
1 
47 
43

3 
 
 
1 
1 
 
 
5 
4
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①
老
年
者
控
除
４８
万
円
が
廃
止
さ

れ
ま
す
。 

②
６５
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
等

に
係
る
雑
所
得
の
計
算
方
法
が

改
正
さ
れ
ま
す
。 

③
６５
歳
以
上
の
方
に
対
す
る
非
課

税
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
６５
歳
以
上
で
前
年
の

合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
方
は
、
市
民
税
・
県
民
税
は

非
課
税
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
こ
の
措
置
は
廃
止
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
昭
和
15
年
1

月
2
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５

万
円
以
下
の
方
に
つ
い
て
は
、
平

成
18
年
度
、
平
成
19
年
度
に
次

の
経
過
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。 

※
県
民
税
均
等
割
額
の
う
ち
８
０

０
円
は
緑
の
保
全
の
た
め
の
「
県

民
緑
税
」
で
す
。 

④
「
県
民
緑
税
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。 

県
で
は
、「
緑
」
の
保
全
・
再

生
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

と
し
て
、「
県
民
緑
税
」（
県
民
税

均
等
割
の
超
過
課
税
）
を
平
成
１８

年
度
か
ら
導
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
個
人
お
よ
び
法
人
の
県

民
税
均
等
割
に
次
の
額
を
加
え
、

課
税
期
間
を
5
年
間
と
し
ま
す
。 

※
個
人
　
年
額
８
０
０
円
 

　
法
人
　
資
本
等
の
金
額
に
よ
り

２
,
０
０
０
円
か
ら
8
万
円
ま

で
の
金
額
 

⑤
定
率
減
税
が
縮
減
さ
れ
ま
す
。
 

　
住
民
税
は
平
成
１８
年
6
月
納

付
分
よ
り
、
所
得
税
は
平
成
１８
年

1
月
納
付
分
よ
り
定
率
減
税
が

2
分
の
1
に
縮
減
さ
れ
ま
す
。 

▼
期
間
　
２
月
１６
日
（木）
か
ら
３
月

１５
日
（水）
ま
で
（
土
、
日
曜
日
を

除
き
ま
す
。
た
だ
し
、
２
月
１９

日
（日）
、
２６
日
（日）
は
申
告
相
談
を

実
施
し
ま
す
。） 

▼
時
間
　
9
時
か
ら
16
時
 

▼
場
所
　
市
役
所
第
2
庁
舎
第

１
会
議
室
 

※
所
得
税
の
申
告
を
希
望
さ
れ
て

い
る
方
で
、
譲
渡
所
得
（
土
地
、

建
物
、
株
式
等
）
の
申
告
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
連
帯

債
務
の
あ
る
方
、
営
業
等
で
課

税
売
上
高
が
１，
０
０
０
万
円

以
上
の
方
、
雑
損
控
除
の
申
告

を
さ
れ
る
方
は
、
申
告
期
間
中

に
社
税
務
署
に
行
っ
て
い
た
だ

く
か
、
２
月
２０
日
（月）
、２１
日
（火）
、

２４
日
（金）
、
２７
日
（月）
、
３
月
６
日

（月）
、
７
日
（火）
の
い
ず
れ
か
の
日

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

※
期
間
の
後
半
は
大
変
込
み
合
い

ま
す
の
で
、
待
ち
時
間
が
長
く

な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
申
告
に
必
要
な
書
類
 

①
印
鑑
 

②
本
人
名
義
の
通
帳
 

③
所
得
計
算
等
に
必
要
な
も
の
 

●
営
業
、
農
業
、
不
動
産
業
等
の

方
　
収
入
明
細
書
、
経
費
明
細
書
、

生
命
保
険
支
払
証
明
書
、
国
民

年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
等
 

●
給
与
所
得
者
、
公
的
年
金
受
給

者
の
方
　
源
泉
徴
収
票
、
生
命

保
険
支
払
証
明
書
、
国
民
年
金

保
険
料
控
除
証
明
書
等
 

▼
農
業
所
得
計
算
書
交
付
場
所
 

　
市
税
務
課
窓
口
 

※
農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
分
か
ら
「
収
支
計
算
」

に
よ
り
申
告
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
18

年
１
月
１
日
以
降
は
収
入
や
経

費
に
関
す
る
書
類
の
保
存
、
記

録
が
必
要
で
す
。 

市
県
民
税
は
、
前
年
中
（
平
成

１７
年
1
月
1
日
か
ら
１２
月
３１
日
）

に
得
た
所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。 

本
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内

に
居
住
し
て
い
る
方
は
、
次
ペ
ー

ジ
の
表
を
参
照
の
う
え
、
申
告
し
 

税

　

金

 

お
忘
れ
な
く
！
 

税
金
の
申
告
は
 

３
月
１５
日
（水）
ま
で
 

 

市
県
民
税
の
申
告
 

平
成
１８
年
度
か
ら
、
市
民
税
・
 

県
民
税
が
変
わ
り
ま
す
 

 
【65歳以上の方に係る公的年金等控除額の速算表】 

改正後（平成17年分以降） 改正前（平成16年分以前） 
その年の公的 
年金等の収入 
金額（A） 

770万円超 
 

330万円以下 
 

410万円超 
770万円以下 
 

330万円超 
410万円以下 
 

公的年金等 
控除額 
 

その年の公的 
年金等の収入 
金額（A） 
 

公的年金等 
控除額 
 

120万円 
 （A）×25％＋ 

37.5万円 
 （A）×15％＋ 
78.5万円 
 （A）×5％＋ 
155.5万円 
 

820万円超 

260万円以下 
 260万円超 
460万円以下 
 460万円超 
820万円以下 
 （A）×5％＋ 

203万円 
 

140万円 
 （A）×25％＋ 

75万円 
 （A）×15％＋ 
121万円 
 

【経過措置】 
所得割額 年度 住民税 均等割額 

18年度 
 

19年度 

20～22 
年度 
 

市民税 
 
県民税 
 
市民税 
 
県民税 
 
市民税 
 
県民税 
 

1,000円 
 
1,100円 
 
2,000円 
 
1,400円 
 
3,000円 
 
1,800円 
 

2/3を減額 
 
2/3を減額 
 
1/3を減額 
 
1/3を減額 
 
全額を課税 
 
全額を課税 
 

【住民税・所得税の改正前と改正後】 
改正後 改正前 

所得税 
 

住民税 
 

個人住民税 
所得割額の 
15％相当額 
（上限4万円） 

所得税額の 
20％相当額 

（上限25万円） 
 

個人住民税 
所得割額の 
7.5％相当額 
（上限2万円） 

 

所得税額の 
10％相当額 

（上限12.5万円） 
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て
く
だ
さ
い
。 

た
だ
し
、
確
定
申
告
を
提
出
さ

れ
る
方
は
、
市
県
民
税
の
申
告
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
は
、
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。 

※
な
お
、
昨
年
度
に
市
県
民
税
の

申
告
を
さ
れ
た
方
に
は
、
市
県

民
税
の
申
告
書
を
2
月
上
旬

に
お
送
り
し
ま
す
が
、
申
告
書

が
届
か
な
い
方
で
も
、
左
表
を

参
照
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

◎
申
告
を
し
な
い
と
…
 

所
得
・
課
税
証
明
書
の
交
付
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
後
日

の
調
査
等
で
一
度
に
多
額
の
納
付

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

 所
得
税
の
確
定
申
告
と
は
、
前

年
中
（
平
成
１７
年
１
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
）
の
所
得
か
ら
そ
の
税

額
を
計
算
し
て
申
告
納
税
す
る
制

度
で
す
。 

▼
確
定
申
告
が
必
要
な
方
　
平
成

１７
年
中
の
所
得
の
合
計
が
基
礎

控
除
や
扶
養
控
除
等
、
全
て
の

所
得
控
除
の
合
計
を
超
え
る
方
 

〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
〉 

○
給
与
収
入
金
額
が
２，
０
０
０

万
円
を
超
え
る
場
合
 

○
給
与
を
１
ヵ
所
か
ら
受
け
る
方

で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
の
合
計
額
が
２０
万
円

を
超
え
る
場
合
 

○
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

を
受
け
て
い
る
場
合
な
ど
 

※
な
お
、
医
療
費
控
除
や
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
、
雑
損
控
除
、

寄
付
金
控
除
等
を
受
け
ら
れ
る

と
き
は
、
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
本
人
名

義
の
通
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

所
得
税
の
申
告
時
に
は
、
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
で
申
告
書

を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
国
税
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
し
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
 
 
）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民

税
係
（
�

　
１
０
０
０
） 

税
務
署
で
は
、
納
税
者
の
方
が

確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
を
ご

自
分
で
作
成
し
て
い
た
だ
き
、
職

員
は
作
成
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
「
自
書
申
告
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。 

「
平
成
１７
年
分
所
得
税
の
確
定

申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、
ぜ

ひ
自
分
で
申
告
書
を
作
成
し
て
早

め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。 

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

か
ら
で
も
作
成
で
き
ま
す
。 

★
提
出
は
郵
送
で
も
可
能
で
す
 

ま
た
、
確
定
申
告
書
は
、
郵
送

で
も
提
出
で
き
ま
す
。 

控
え
の
返
送
が
必
要
な
場
合
は
、

控
え
の
ほ
か
に
返
信
用
封
筒
（
あ

て
名
を
ご
記
入
の
う
え
、
切
手
を

貼
っ
た
も
の
）
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。 

な
お
、
確
定
申
告
書
に
同
封
の

チ
ラ
シ
で
、「
申
告
書
送
付
用
封

筒
」
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
消
費
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
 

税
理
士
に
よ
る
所
得
税
・
消
費

税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。 

税
務
署
か
ら
通
知
の
あ
っ
た
方

や
小
規
模
な
事
業
者
の
方
は
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

▼
期
間
　
2
月
２０
日
（月）
か
ら
２２

日
（水）
、
2
月
２８
日
（火）
か
ら
３
月

２
日
（木）
 

▼
時
間
　
９
時
30
分
か
ら
16
時
 

▼
場
所
　
小
野
商
工
会
館
３
階
中

会
議
室
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
社
税
務
署
（
�

０
７
９
５
　
０
２
２
３
） 

提
出
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
 

○
印
鑑
を
押
し
て
い
ま
す
か
。 

○
申
告
で
は
、「
第
一
表
」
と
合

わ
せ
て
「
第
二
表
」
も
必
ず
提

出
が
必
要
で
す
。 

○
数
字
の
け
た
誤
り
・
転
記
誤
り
・

所
得
控
除
の
合
計
金
額
な
ど
の

誤
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

○
源
泉
徴
収
票
に
は
、
原
本
を
添

付
し
て
い
ま
す
か
。 

○
配
偶
者
控
除
の
適
用
の
あ
る
方

は
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

○
医
療
費
の
領
収
書
・
生
命
保
険
・

国
民
年
金
保
険
等
の
控
除
証
明

書
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

な
ど
の
必
要
書
類
を
添
付
し
て

い
ま
す
か
。 

○
定
率
減
税
の
適
用
を
お
忘
れ
な

く
！
（
最
高
２５
万
円
） 

市県民税申告の必要性 
（「はい」、「いいえ」に基づいて進んでください） 

はい 
いいえ 

本年1月1日現在、 
小野市に住んでいた。 

親族が私を税制上の 
扶養にしている。 

昨年中に 
収入があった。 

申告は不要 

確定申告が必要 申告が必要 申告が必要 

申告が必要 

申告は不要 

申告は不要 

国民健康保険に
加入している。 

税務署に 
確定申告をしますか？ 

所得金額が、所得税法上の 
控除合計額を上回っている。 

収入は、 
給与である。 

年末調整済みで、 
他に所得や控除がない。 

本年1月1日現在の住所の
市町村に申告してください。 

スタート 

は
い 

は
い 

は
い 

い
い
え 

は
い 

い
い
え 

い
い
え 

い
い
え 

い
い
え 

い
い
え 

はい はい 

はい 

はい いいえ 

（表） 

所
得
税
の
申
告
 

申
告
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

か
ら
で
も
作
成
で
き
ま
す
 

 
社
税
務
署
か
ら
 

　
　
　
　
　http://w

w
w
.city. 

on
o.h
y
og
o.jp◯ 63

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、 

自
分
で
書
い
て
！
 

郵
送
で
！
 

お
早
め
に
！
 

ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
 

◯ 42

消費税の 
確定申告 年 課税売上高 

1,000万円 
を超える 

1,000万円 
を超える 

平成18年 
分から必 
要 
 
平成19年 
分から必 
要 
 

平
成
１６
年
分
 平
成
１７
年
分
 

http://w
w
w
.nta.go.jp
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
国
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
で
毎
月
納

め
る
ほ
か
に
次
の
方
法
で
納
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

安
心
・
安
全
な
口
座
振
替
 

口
座
か
ら
自
動
的
に
保
険
料
が

引
き
落
と
さ
れ
る
た
め
、
納
め
忘

れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
月
々
の
保
険
料
を
「
早

割
（
当
月
末
振
替
）」
に
す
る
と
、

１
か
月
あ
た
り
40
円
お
得
に
な
り

ま
す
。 

お
得
な
前
納
で
納
め
る
 

そ
の
年
度
の
一
定
期
間
の
保
険

料
を
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）

す
る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。 

口
座
振
替
で
の
前
納
 

そ
の
年
度
の
１
年
分
ま
た
は
６

か
月
分
を
口
座
引
き
落
と
し
で
前

払
い
す
る
と
、
納
付
書
で
納
め
る

よ
り
割
引
額
が
多
く
、
大
変
お
得

で
す
。 

18
年
度
か
ら
口
座
引
き
落
と
し

に
よ
る
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
３
月
上
旬
ま
で
に
、
引
き
落
と

し
を
希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
市
民

係
（
�

　
１
０
０
５
）
明
石
社

会
保
険
事
務
所
（
�

０
７
８
 
 

　
４
９
１
６
） 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
額
が
少
な
く
な
る
ほ
か
、
病
気

や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の

障
害
基
礎
年
金
や
一
家
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
社
会
保
険
事
務
所
で
は

納
め
忘
れ
た
方
に
対
し
て
、
次
の

よ
う
な
案
内
を
し
て
い
ま
す
。 

■
催
告
状
に
よ
る
納
付
の
案
内
 

年
６
回
送
付
し
て
い
ま
す
。 

■
電
話
に
よ
る
納
付
の
案
内
 

社
会
保
険
事
務
所
職
員
や
、
国

が
委
託
し
た
民
間
業
者
が
、
国
民

年
金
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

電
話
に
よ
る
案
内
を
し
て
い
ま
す

（
夜
間
・
休
日
も
行
っ
て
い
ま
す
）。 

■
職
員
等
に
よ
る
個
別
訪
問
 

「
社
会
保
険
事
務
所
職
員
」
や

「
国
民
年
金
推
進
員
」
が
身
分
証

明
書
を
携
帯
の
う
え
各
家
庭
を
訪

問
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

の
案
内
、
各
種
届
出
書
に
関
す
る

相
談
・
国
民
年
金
制
度
の
案
内
を

行
っ
て
い
ま
す
（
夜
間
・
休
日
も

活
動
し
て
い
ま
す
）。 

「
国
民
年
金
推
進
員
」
は
非
常

勤
の
国
家
公
務
員
で
社
会
保
険
事

務
所
の
職
員
で
す
。 

◎
年
金
相
談
日
開
設
（
予
約
制
） 

▼
日
時
　
２
月
22
日
（水）
　10
時
か
ら

15
時
30
分
 

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
２
階
技

術
指
導
室
 

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。 

▼
予
約
申
し
込
み
必
要
事
項
　
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
基
礎

年
金
番
号
・
相
談
を
希
望
さ
れ

る
内
容
 

▼
予
約
申
し
込
み
期
限
　
２
月
15

日
（水）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 

▼
予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
　
市
民
課
市
民
係
（
�

　
１

０
０
５
） 

▼
児
童
手
当
の
支
払
い
に
つ
い
て

10
月
分
か
ら
１
月
分
ま
で
の
児

童
手
当
を
２
月
15
日
付
で
受
給

者
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
児
童

福
祉
係
（
�

　
1
6
4
5
） 

市
で
は
、
母
子
家
庭
で
児
童
を

養
育
す
る
方
に
、「
小
野
市
母
子

福
祉
年
金
」
を
支
給
し
て
福
祉
の

増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
で
、
ま
だ
申
請

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
福
祉
課
児

童
福
祉
係
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
既
に
一
度
申
請
さ
れ
た
方
は
毎

年
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
）。 

▼
対
象
者
　
母
子
家
庭
（
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
資
格
を
有
す
る

方
）
で
昭
和
62
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
児
童
を
養
育
し
、

小
野
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

し
て
い
る
方
。 

※
拠
出
制
母
子
年
金
（
遺
族
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
等
）
の
受
給
者

に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。 

●
支
給
額
　
 

　
年
額
　
２
０，
０
０
０
円
 

●
申
請
に
必
要
な
も
の
 

・
通
帳
（
母
名
義
） 

・
児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は

児
童
扶
養
手
当
認
定
通
知
書

の
写
し
 

・
認
印
 

▼
申
請
期
限
　
２
月
28
日
（火）
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
児
童

福
祉
係
（
�

　
１
６
４
５
） 

現
在
所
有
さ
れ
て
い
る
農
地
を

手
放
し
た
い
、
借
り
手
を
紹
介
し

て
欲
し
い
、
農
業
後
継
者
が
い
な

い
、
高
齢
で
農
業
規
模
を
縮
小
し

た
い
場
合
な
ど
農
地
の
管
理
に
困
っ

て
い
る
方
に
対
し
、
農
業
委
員
会

で
は
農
地
の
あ
っ
せ
ん
（
買
受
人

も
し
く
は
借
受
人
を
見
つ
け
る
こ

と
）
を
し
て
い
ま
す
。 

農
地
を
あ
っ
せ
ん
す
る
場
合
は

農
業
委
員
会
を
通
じ
て
認
定
農
家
、

中
核
農
家
や
隣
接
地
耕
作
者
等
、

地
元
の
担
い
手
農
家
に
あ
っ
せ
ん

し
ま
す
。 

農
業
委
員
会
で
あ
っ
せ
ん
を
受

け
、
農
地
保
有
の
合
理
化
な
ど
の

た
め
に
譲
渡
し
た
場
合
は
譲
渡
所

得
に
８
０
０
万
円
の
特
別
控
除
が

あ
り
ま
す
。 

な
お
最
初
か
ら
買
受
人
や
借
受

人
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
、
所
有

権
以
外
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い

る
場
合
、
不
動
産
業
者
か
ら
の
あ
っ

せ
ん
申
し
込
み
依
頼
等
は
該
当
し

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員
会

（
�

　
２
２
６
６
） 

年

　

金

 

福

　

祉

 

農

　

業

 

国
民
年
金
保
険
料
を
 

納
め
忘
れ
た
方
へ
 

 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
方
 

◯ 63

◯ 912

明
石
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
 

 

◯ 63

◯ 63

◯ 63

児
童
手
当
（
特
例
給
付
・
小
学
校
 

第
３
学
年
修
了
前
特
例
給
付
）
を
 

受
け
て
い
る
方
へ
 

 

社会保険年金相談をご利用ください 

母
子
福
祉
年
金
の
申
請
受
付
 

農
地
の
管
理
に
お
困
り
の
方
へ
 

◯ 63

暮らしの情報 

年
金
・
福
祉
・
国
際
交
流
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昨
年
の
１２
月
は
、
建
物
、
車
両
、

そ
の
他
火
災
が
そ
れ
ぞ
れ
１
件
発

生
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
17
年
中
（
1
月
1

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
の
火
災

発
生
件
数
は
40
件
で
、
平
成
16
年

に
比
べ
4
件
増
加
し
ま
し
た
。 

出
火
防
止
に
は
、
防
火
に
対
す

る
日
ご
ろ
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。 

火
の
元
の
確
認
や
点
検
を
行
い
火

災
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
畦
焼
き
、
枯
草
焼
き
な

ど
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
、
特
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
畦
焼
き
や
枯
草
焼
き
な
ど
多
量

の
煙
や
大
き
な
炎
を
伴
う
焼
却

を
す
る
場
合
は
、
消
防
署
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
用

紙
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

▼
火
災
・
救
急
・
救
助
・
そ
の
他

の
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
す
ぐ

１
１
９
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
携
帯
電
話
か
ら
で
も
可
能
）

http://w
w
w
.city.ono.hyogo.

jp/̃syobo/

●
い
つ
か
ら
 

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
す
べ
て

の
戸
建
住
宅
や
小
さ
な
ア
パ
ー
ト

な
ど
に
住
宅
用
防
災
機
器
（
火
災

警
報
器
）
の
設
置
を
義
務
化
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

当
市
で
は
、
本
年
６
月
１
日
か

ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付

け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
既
存
住
宅
に
つ
い
て

の
取
り
付
け
は
５
年
の
猶
予
期
間

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

●
な
ぜ
、
必
要
な
の
 

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
う
ち

約
９０
％
が
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の

で
、
そ
の
原
因
の
約
７０
％
は
『
逃

げ
遅
れ
』
で
す
。
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
高
齢
者
が
多
い
と
い
う

こ
と
か
ら
早
期
に
火
災
の
発
生
を

知
ら
せ
る
役
割
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

●
ど
こ
に
？
ど
ん
な
も
の
？
 

寝
室
や
階
段
の
上
へ
の
取
り
付

け
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

煙
や
熱
を
感
知
し
て
、
音
声
や
警

報
音
で
住
人
に
知
ら
せ
ま
す
。
形

状
は
天
井
面
に
取
り
付
け
る
タ
イ

プ
、
壁
に
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
が

あ
り
、
電
源
は
、
電
池
式
の
も
の

と
電
源
工
事
を
必
要
と
す
る
（
配

線
タ
イ
プ
）
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

●
ど
こ
で
買
え
ば
い
い
の
 

電
気
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

消
防
用
設
備
取
扱
店
な
ど
で
購
入

で
き
、
価
格
は
数
千
円
か
ら
１
万

円
程
度
で
す
。 

※
消
火
器
と
同
様
に
、
悪
質
な
訪

問
販
売
や
不
適
正
価
格
で
の
強

制
販
売
な
ど
を
行
う
業
者
に
は

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
消
防
署
や
市
役
所
が
訪

問
販
売
等
を
す
る
こ
と
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
特
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
予
防
課
（
�

　
　
０
１
１
９
） 

王
子
南
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

▼
土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称
　

王
子
南
土
地
区
画
整
理
事
業
 

▼
縦
覧
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課
 

▼
縦
覧
期
間
　
２
月
１５
日
（水）
か
ら

２
月
２８
日
（土）
ま
で
 

※
な
お
、
利
害
関
係
者
で
意
見
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
満
了
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間

を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
兵
庫

県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り

課
（
�

　
１
８
８
４
） 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
覚
え
て
、
会

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ブ
ラ
ジ
ル

人
講
師
と
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
お

手
伝
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
！
 

▼
講
師
　
ク
ラ
ウ
ジ
オ
　
パ
ゾ
ッ

ト
氏
 

▼
対
象
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
基
本
会

話
を
学
び
た
い
方
 

▼
期
間
　
２
月
20
日
、27
日
・
３

月
６
日
、13
日
の
各
月
曜
日
19

時
か
ら
20
時
30
分
 

▼
受
講
料
　
４
回
で
２，
０
０
０
円
 

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク

ラ
　
サ
ー
ク
ル
室
 

▼
申
し
込
み
期
間
・
方
法
　
2
月

1
日
（水）
か
ら
16
日
（木）
　
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
協
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

※
参
加
者
が
10
名
に
満
た
な
い
場

合
は
開
講
い
た
し
ま
せ
ん
。 

▼
申
し
込
み
先
　
国
際
交
流
協
会

事
務
局
 

土

　

地

 

環

　

境

 

国

際

交

流

 

消

　

防

 
※その他火災は、雑草・畦草・廃材などの火災です 

こ
く
　
　
さ
い
　
　
こ
う
　
　
り
ゅ
う
 

火
災
情
報
（
１２
月
の
件
数
・
年
間
累
計
） 

年間累計 12月 

火災種別 

年・月 
 

建 物 火 災  
林 野 火 災  
車 両 火 災  
その他火災 
合 計  
 

前
年
比
較
 

平
成
１７
年
 

 平
成
１６
年
 

 前
年
比
較
 

平
成
１７
年
 

 平
成
１６
年
 

 

+4 
－1 
+1 
±0 
+4 
 

20 
3 
1 
16 
40 
 

16 
4 
0 
16 
36 
 

－1 
±0 
+1 
+1 
+1 
 

1 
0 
1 
1 
3 
 

2 
0 
0 
0 
2 
 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
 

計
画
の
縦
覧
に
つ
い
て
 

 平
成
１７
年
度
　
市
内
ゴ
ル
フ
場
農
薬
 

に
係
る
水
質
調
査
 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　ht 

tp://w
w
w
.city.ono.hyogo.jp/̃ 

anzen/ 
 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
入
門
講
座
 

　
　
　
　
受
講
生
募
集
！
 

 

指
針
値
（
基
準
）
を
ク
リ
ア
 

◯ 63

◯ 63

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
義
務
化
 

が
始
ま
り
ま
す
！！ 
 

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置
義
務
化
 

が
始
ま
り
ま
す
！！ 
 

ゴ
ル
フ
場
で
使
用
さ
れ
る
農
薬

に
よ
る
水
質
汚
濁
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
昨
年
６
月
20
日
と
10
月
17

日
に
、
加
古
川
、
東
条
川
お
よ
び

市
内
ゴ
ル
フ
場
の
農
薬
等
の
排
水

が
流
入
す
る
池
で
水
質
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
調
査
全
項
目
で

国
の
定
め
た
指
針
値
（
基
準
）

を
下
回
っ
て
お
り
、
環
境
等
へ

の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
な
い
小
さ

な
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
詳
細
な
測
定
結
果
は
、

市
民
安
全
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。 
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”い
わ
き
の
お
っ
ち
ゃ
ん
“
の

愛
称
で
子
ど
も
達
か
ら
慕
わ
れ
て

い
る
絵
本
と
木
の
お
も
ち
ゃ
の
専

門
店
「
キ
ッ
ズ
い
わ
き
・
ぱ
ふ
」

代
表
の
岩
城
敏
之
氏
を
講
師
に
お

迎
え
し
ま
す
。 

講
座
は
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
楽

し
く
て
子
育
て
の
た
め
に
な
る
話

が
満
載
で
す
。 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
岩
城

先
生
と
一
緒
に
貴
重
な
体
験
を
し

ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時
　
３
月
６
日
（月）
　14
時
３０
分

か
ら
１６
時
 

▼
場
所
　「
チ
ャ
イ
コ
ム
」
遊
戯

室
　
　
 

▼
講
師
　
岩
城
敏
之
氏
 

▼
対
象
　
子
育
て
中
の
親
子
１
０

０
名
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
チ
ャ
イ
コ
ム

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、
住

所
・
氏
名
（
保
護
者
と
子
ど
も
）・

年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
フ
ァ
ク
ス
で
も
可
能
）。 

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

平成１8年　広報「おの」2月号 

暮らしの情報 

施
設
だ
よ
り
・
相
談
 

ふれあいタイム予定表（2月～3月） 

（都合により変更する場合があります） 

 

（集団遊び11時から） 

 日　曜日　　　　　　活動内容  日　曜日　　　　　　活動内容  

 

 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20

水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
 

子
育
て
講
演
の
ご
案
内
 

にこにこ子育て相談日　9:45～11:00 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

みんなで鬼は～外！福は～内！ 

お話を楽しもう 

自分で作ろう好きなもの 

みんなで遊ぼうリズムにのって 

みんな一緒にお話聞こう 

みんなで体操１.２.３ 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

みんなで楽しもう手作りおもちゃ 

お話を楽しもう 

自分で作ろう好きなもの 

みんなで遊ぼうリズムにのって 

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ） 

みんなで体操１.２.３ 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

掲示板に掲示する作品作り 

お話を楽しもう 

自分で作ろう好きなもの 

みんな一緒にお話聞こう 

 

 

児
童
館
「
チ
ャ
イ
コ
ム
」
は
、

年
２
回
の
定
期
清
掃
と
道
具

等
の
消
毒
の
た
め
、
3
月
2
日

（木）
臨
時
休
館
し
ま
す
。
 

 定
期
清
掃
に
伴
う
 

 
 
 
臨
時
休
館
 

 

床暖房の部屋なので素足でのびのび遊べます 

児　童 

子育て 

にこにこ 
子育て相談 

子育て 
安心ダイヤル 

思春期 
ホットダイヤル 

母子健康相談 
【要予約】 

乳幼児発達相談 
【要予約】 

母子自立 
【要予約】 

女性のための相談 
【要予約】 

女性のための医療相談 
【要予約】 

不登校児童生徒 
悩み 

青少年の悩み 

乳幼児育児不安 

こ
ど
も
相
談
窓
口
 

女
性
相
談
窓
口
 

相談名 相談日 場所 相談内容 担当課（電話番号） 

福祉課児童福祉係（家庭児童相談室） 
（�　1 6 4 5） 

市立児童館「チャイコム」 
（�　7 0 2 0） 

市立児童館「チャイコム」 
（�　7 0 2 0） 

保健センター 
（�　3 9 7 7） 

保健センター 
（�　3 9 7 7） 

保健センター 
（�　3 9 7 7） 

保健センター 
（�　3 9 7 7） 

学校教育課 
（�　2 4 0 9） 

青少年補導センター 
（�　4 1 1 0） 

福祉課児童福祉係 
（�　1 6 4 5） 

小野市民病院 
（�　2 0 2 0）内線1 8 8

来住保育所（子育てゆとり創造センター） 
（�　8 4 2 8） 

男女共同参画センター相談専用電話 
（�　8 2 5 0） 

家庭環境、子育ての悩みなど 
（養護、虐待など） 

子育てに関すること 

体のこと・性のことについて 

発達障害の相談・診断 

乳幼児の子育ての悩みなど 

女性が抱えるさまざまな問題 

特に発育・栄養に関すること 
について 

要経過観察児の育児・ 
離乳食相談 

子どもの健康・栄養・発達に 
関することについて 

不登校に関して、電話と面接 
相談で応じます 

非行・いじめ・交友関係など 
（電話、面接と出前相談） 

生活上の悩みなどの母子の 
自立に向けた相談 

看護師による「医療に関する 
悩み」など 

福祉事務所相談室 

市立児童館「チャイコム」 

市立児童館「チャイコム」 

保健センター 

保健センター 

保健センター 

福祉事務所相談室 

保健センター 

教育委員会適応教室 

市民安全部青少年 
補導センター 

うるおい交流館エクラ 
相談室 

小野市民病院 
医療福祉相談室 

来住保育所 
（子育てゆとり創造センター） 

毎週月曜～金曜日 
9時～16時 

毎週月曜～金曜日 
13時～17時 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～17時 

毎週月曜～金曜日 
10時～15時 

毎週木曜日 
13時30分～16時 

毎週月曜・水曜・金曜日 
9時～16時 

毎週木曜日 
（電話相談）9時30分～11時30分 
（面接相談・要予約）13時～16時 

毎週月曜～土曜日 
10時～17時 

月1回（第1水曜日） 
9時45分～11時 

2月23日（木） 
9時30分～10時30分 

2月7日（火）、13日（月） 
13時～16時 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～16時30分 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～16時30分 

◯ 63

◯ 62

◯ 62

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 62

◯ 62

21 
 
22 
 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10

火 
 
水 
 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 
木 
金 

3／1  
 

みんなでお祝いハッピーバースデイ 

2歳児えくぼちゃんグループ 

（登録親子対象）10：00～11：40 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

みんなで遊ぼうリズムにのって 

みんな一緒に新聞紙で遊ぼう 

お話を楽しもう 

自分で作ろう好きなもの 

みんなで楽しもう手作りおもちゃ 

みんな一緒にお話聞こう（読み聞かせ） 

にこにこ子育て相談日　9:45～11:00 

臨時休館（定期清掃のため） 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

お話を楽しもう 

自分で作ろう好きなもの 

子育て講演（14：30～16：00）講師　岩城敏之氏 

みんなで遊ぼうリズムにのって 

みんなで体操１.２.３ 

選んで遊ぼうコーナーあそび 

みんなで楽しもう手作りおもちゃ 
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毎
回
大
好
評
を
得
て
い
ま
す
「
小

野
名
画
劇
場
」
も
今
年
度
最
後
の

第
5
回
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

▼
日
時
　
2
月
25
日
（土）
　10
時
か
ら

（
9
時
30
分
開
場
） 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

※
当
日
券
は
、6
0
0
円
で
す
。 

【
１２
人
の
怒
れ
る
男
】 

●
上
映
時
刻
　
10
時
か
ら
と
16
時

10
分
か
ら
の
2
回
上
映
 

●
主
演
　
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ン
ダ
 

▼
日
時
　
２
月
12
日
（日）
　15
時
か
ら

（
開
場
14
時
30
分
） 

▼
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
 

▼
第
１
部
（
市
民
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

ス
テ
ー
ジ
） 

①
市
民
吹
奏
楽
団
と
の
共
演
。「
ホ

ル
ス
ト
『
惑
星
』
よ
り
木
星
」 

②
市
民
合
唱
団
や
児
童
合
唱
団
と

の
共
演
。
山
田
耕
筰
の
作
品
・

子
ど
も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
Ⅱ
 

③
オ
ペ
ラ
に
挑
戦
「
カ
ル
メ
ン
」

よ
り
　
ソ
リ
ス
ト
…
保
坂
博
光

氏
・
迎
　肇
聡
氏
・
長
尾
有
希

子
氏
 

▼
第
２
部
（
こ
れ
ぞ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
！
） 

　
ス
ト
ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
組
曲
「
火

の
鳥
」 

▼
前
売
券
　
好
評
発
売
中
　
全
席

自
由
　
一
般
２，
０
０
０
円
 

　
小
・
中
・
高
校
生
５
０
０
円
（
当

日
は
各
５
０
０
円
増
し
と
な
り

ま
す
） 

▼
前
売
券
発
売
場
所
　
市
民
会
館
・

各
コ
ミ
セ
ン
･
図
書
館
・
総
合

体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）･
好
古
館
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
会
館
 

【
北
の
零
年
】 

●
上
映
時
刻
　
13
時
か
ら
と
19
時

の
2
回
上
映
 

●
主
演
　
渡
辺
謙
、
吉
永
小
百
合
 

あ
な
た
の
作
品
を
も
っ
と
多
く

の
方
に
見
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
？

個
人
･
グ
ル
ー
プ
の
作
品
発
表
の

場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

た
だ
い
ま
、
３
月
以
降
の
展
示

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

２
月
の
展
示
案
内
 

●
史
跡
写
真
展
 

　
２
月
４
日
（土）
ま
で
 
小
野
史
跡

写
真
会
 

●
小
野
市
書
芸
家
グ
ル
ー
プ
展
 

　
２
月
６
日
（月）
か
ら
18
日
（土）
 

●
ほ
の
ぼ
の
筆
画
展
 

　
２
月
20
日
（月）
か
ら
３
月
４
日
（土）
 

中
尾
知
子
 

ま
た
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
彩
る
花

や
盆
栽
等
を
置
い
て
く
だ
さ
る
方

も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。 

第
5
回
 

　
小
野
名
画
劇
場
開
催
！
 

 

一

般

相

談

窓

口

 

生活上の問題 うるおい交流館エクラ 
事務室 

毎週木曜日 
9時～12時 

国際交流協会事務局 
（�　8 1 5 6） 

相談名 

市　民 

交通事故 
【要予約】 

 
法　律 

【要予約】 
 

人権行政 
 

身体障害者 

ふれあい福祉 

住宅改造 
（高齢者・障害者向） 
【要予約】 

あんしん窓口 

消費生活 

相談日 場所 相談内容 担当課（電話番号） 

生活上の問題 
市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

市民サービス課 
（�　1 0 1 3） 

地域安全グループ 
（�　3 3 8 7） 

福祉課障害福祉係 
（�　1 0 1 1） 

社会福祉協議会 
（�　2 5 7 4） 

福祉課 
（�　1 0 1 1） 

弁護士による法律的な解釈が 
必要な問題など 

人権や行政に関すること 

医療福祉に関する悩みなど 

日常生活上での悩みごと 

市民サービス課相談室 

市民サービス課相談室 
専門相談員による交通事故処理 

などに関する問題 

バリアフリー化など住宅改造に 
関すること 

生計、職業、住宅、家族の 
悩みなど 

商品や契約の苦情に関する問題 

市民サービス課相談室 

コミュニティセンターおの 
302号室 

小野市民病院 
あんしん窓口 

地域安全グループ 

コミュニティセンターおの 
304号室 

老人福祉センター 
「みやま荘」相談室 

福祉事務所相談室 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～17時 

2月19日（日） 
10時～12時 

毎週月曜～金曜日 
8時30分～17時 

毎週火曜・木曜日 
10時～15時 

2月10日（金） 
10時30分～16時 
2月8日（水）、22日（水） 
13時30分～16時 

 

2月15日（水） 
13時30分～15時30分 

毎週月曜～金曜日 
9時～12時 

毎週水曜日 
9時～17時 

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

◯ 63

※予約は毎月1日（休日の場合は翌日） 
　8時30分から受付します。 

小野市民病院 
（�　2 0 2 0）内線1 8 8◯ 63

お気軽にご相談ください！ 

外 国 人  
相談窓口 

 

外 国 人  
生 活 相 談  

農　地 
【要予約】 

農業委員会 
（�　2 2 6 6） 

農地に関すること 本庁舎第１会議室 
2月8日（水） 
10時～15時 ◯ 63

関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
 

　
管
弦
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
 
 

　
　チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！
 

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

　
　
　
　
出
展
者
募
集
中
！
 

 

市民と関西フィルハーモニー管弦楽団 
とのコラボレーションによる演奏会 
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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自
然
の
宝
庫
で
あ
る
「
き
す
み

の
」
に
あ
る
来
住
小
学
校
で
の
総

合
学
習
の
取
り
組
み
を
広
く
市
民

に
紹
介
し
ま
す
。 

展
示
す
る
主
な
作
品
は
、
１
･

２
年
生
が
制
作
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ

の
希
少
生
物
の
粘
土
細
工
、
３
年

生
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
映
写
、
４
年

生
の
ホ
タ
ル
の
飼
育
記
録
、
５
・

６
年
生
の
総
合
学
習
の
学
び
（W

e 
love

き
す
み
の
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・

デ
ー
）
な
ど
で
す
。 

子
ど
も
達
の
「
人
・
も
の
・
こ
と
」

へ
の
関
わ
り
を
こ
の
「
来
住
小
学

校
展
」
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
休
館
日
　
月
曜
日
 

▼
開
館
時
間
　
９
時
30
分
か
ら
17

時
 

▼
入
館
料
　
高
校
生
以
上
２
０
０

円
　
小
中
学
生
１
０
０
円
（
コ

コ
ロ
ン
カ
ー
ド
持
参
の
小
中
学

生
は
無
料
） 

■
関
連
事
業
 

①
ふ
る
さ
と
こ
ど
も
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
き
す
み
の
を
語
る
〜
き
す
み

の
の
過
去
・
現
在
・
未
来
〜
」 

▼
日
時
　
２
月
４
日
（土）
　10
時
30
分

か
ら
12
時
 

▼
内
容
　
来
住
小
学
校
６
年
生
７

名
と
地
元
の
方
々
と
の
「
き
す

み
の
」
に
つ
い
て
の
自
由
討
論

会
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
元

木
先
生
（
来
住
小
教
諭
）。 

▼
場
所
　
好
古
館
正
面
ホ
ー
ル
 

②
展
示
説
明
会
 

▼
日
時
　
２
月
11
日
（土）
　10
時
か
ら

12
時
 

▼
場
所
　
好
古
館
２
階
展
示
室
 

※
①
②
と
も
参
加
自
由
 

▼
日
時
　
３
月
４
･
５
･
11
･
12

･
18
･
19
･
21
･
25
・
26
日
の
土
・

日
・
祝
日
　
10
時
か
ら
15
時

30
分
（
１
人
45
分
） 

▼
定
員
　
１
日
６
人
（
計
54
人
） 

▼
対
象
　
身
長
１
３
０
㎝
以
上
の

方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
。 

▼
費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
入
館

料
が
必
要
で
す
。） 

▼
申
し
込
み
方
法
　
直
接
好
古
館

ま
で
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
ハ

ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
、

①
住
所
②
２
人
の
氏
名
③
電
話

番
号
④
身
長
⑤
着
付
希
望
日
を

明
記
の
う
え
、
当
館
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
（
１
人
に
つ
き
、

ハ
ガ
キ
１
枚
に
限
定
）。 

希
望
日
は
複
数
書
い
て
い
た
だ

い
て
結
構
で
す
が
、
多
い
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
期
間
　
２
月
１
日
（水）

か
ら
15
日
（水）
必
着
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
〒
６
７
５
　

―
　

１
３
７
５
小
野
市
西
本
町
４
７

７
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル
 

 
図
書
館
で
は
、
東
北
大
学
教
授

で
小
野
市
教
育
行
政
顧
問
に
就
任

さ
れ
た
川
島
隆
太
先
生
の
特
設
コ
ー

ナ
ー
を
、
昨
年
12
月
中
旬
か
ら
設

置
し
て
い
ま
す
。 

小
野
市
が
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
お
の
検
定
」
も
、
川

島
先
生
の
前
頭
前
野
を
鍛
え
る
教

育
理
論
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
す
。 

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
前
頭
前
野
を

鍛
え
る
の
に
効
果
的
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
読
み
・
書
き
・
計
算
の
実

践
ド
リ
ル
や
、
川
島
先
生
の
理
論

を
ま
と
め
た
本
な
ど
を
揃
え
て
い

ま
す
。 

ぜ
ひ
一
度
、
川
島
流
教
育
理
論

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

▼
設
置
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
１

階
市
民
待
合
ロ
ビ
ー
指
定
場
所
 

▼
設
置
予
定
台
数
　
３
台
 

▼
施
設
使
用
料
　
小
野
市
行
政
財

産
使
用
許
可
に
関
す
る
使
用
料

条
例
に
基
づ
く
（
電
気
使
用
料

は
別
途
必
要
） 

▼
申
し
込
み
期
限
　
２
月
１７
日
（金）

ま
で
に
申
請
書
提
出
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

財
政
課
管
財
係
 

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の

市
町
組
合
立
小
・
中
・
養
護
学
校

（
神
戸
市
を
除
く
）
の
非
常
勤
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
勤
務
内
容
　
初
任
者
研
修
に
係

る
授
業
の
補
充
 

▼
報
酬
等
 

・
報
酬
は
１
時
間
あ
た
り
２，
８

０
０
円
（
平
成
17
年
度
現
行
額

で
若
干
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
） 

・
交
通
費
は
、
支
給
限
度
額
の
範

囲
で
実
費
支
給
 

▼
資
格
　
希
望
す
る
校
種
の
教
育

職
員
免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・

高
等
学
校
教
諭
普
通
免
許
状
の

所
持
者
ま
た
は
、
平
成
18
年
４

月
１
日
ま
で
に
取
得
で
き
る
者

で
あ
る
こ
と
。 

▼
願
書
受
付
 

・
平
成
18
年
２
月
１
日
（水）
か
ら
同

年
３
月
22
日
（水）
ま
で
（
た
だ
し
、

土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

を
除
く
） 

・
教
育
委
員
会
、
ま
た
は
北
播
磨

教
育
事
務
所
で
受
付
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課

（
�

　
２
４
０
９
）・
北
播
磨
教

育
事
務
所
教
育
推
進
課
（
�

０

７
９
５
　
９
４
４
５
） 

暮らしの情報 

施
設
だ
よ
り
・
募
集
 

募

　

集

 

好
古
館
　

好
古
館
　
 

�

　
　
　
　◯
3
3
9
0
 

3
3
9
0
 

フ
ァ
ク
ス

フ
ァ
ク
ス

◯
3
4
6
2

3
4
6
2

6363

好
古
館
　
 

�

　
　◯
3
3
9
0
 

フ
ァ
ク
ス

◯
3
4
6
2

6363

http://w
w
w
.library.ono.hyogo.jp/

図
書
館
　

図
書
館
　
 

�

　
　
　
　
◯
0
4
5
6
 

0
4
5
6
 

フ
ァ
ク
ス

フ
ァ
ク
ス

◯
0
6
0
6

0
6
0
6

6262

図
書
館
　
 

�

　
　
◯
0
4
5
6
 

フ
ァ
ク
ス

◯
0
6
0
6

6262

小
・
中
・
養
護
学
校
の
非
常
 

勤
職
員
の
募
集
に
つ
い
て
 

 

◯ 63

◯ 42

市
役
所
本
庁
舎
内
 

飲
料
水
自
動
販
売
機
 

 
 
 
設
置
者
の
募
集
 

 

　
川
島
隆
太
教
授
 

特
設
コ
ー
ナ
ー
設
置
 

 

脳を鍛えてもっとイキイキ！ 
川島隆太コーナー 
（参考図書コーナー入口） 
 

小
学
生
が
考
え
た
企
画
展
 

来
住
小
学
校
展
 

「
〜
き
す
み
の
過
去
・
現
在
・
未
来
〜
」 

　
　
　
　２
月
４
日
（土）
〜
２６
日
（日）
 

ひ
な
ま
つ
り
十
二
単
着
付
 

体
験
参
加
者
（
2
人
1
組
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　http:// 

w
w
w
.city.ono.hyogo.jp/̃k 

okokan/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　koko 

kan@
city.ono.hyogo.jp

2月の休館日は28日（火） 
です。 
 

2月のお話会 
4日（土）10時30分から 
11日（土）14時から 
18日（土）10時30分から 
25日（土）14時から 
詳細は図書館までお問 
い合わせ下さい。 
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市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
障
害

の
あ
る
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
を

補
助
す
る
『
介
助
員
』
を
募
集
し

ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
原
則
と
し
て
高
卒

以
上
の
学
歴
を
有
し
、
心
身
障

害
児
教
育
に
対
す
る
深
い
理
解

と
熱
意
を
有
す
る
方
。 

▼
採
用
方
法
　
面
接
等
に
よ
り
選

考
の
上
決
定
し
ま
す
。 

▼
身
分
　
小
野
市
臨
時
職
員
の
身

分
取
扱
い
に
関
す
る
規
則
に
基

づ
き
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・
詳
細
　
２
月
６
日

（月）
か
ら
３
月
３
日
（金）
ま
で
に
、

履
歴
書
1
部
（
市
販
用
紙
使
用
）

を
学
校
教
育
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課

（
�

　
２
４
０
９
） 

今
現
在
、
セ
レ
ブ
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
法
と
し
て
も
注
目
を
浴
び
、
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
ハ
リ
ウ
ッ
ド

女
優
も
取
り
入
れ
て
い
る
ピ
ラ
テ
ィ

ス
。 ピ

ラ
テ
ィ
ス
は
姿
勢
の
ゆ
が
み

を
整
え
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
回

復
さ
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
で
、

脂
肪
の
燃
焼
や
免
疫
力
を
高
め
る

と
い
っ
た
効
果
も
あ
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
自
宅
で
も

簡
単
に
で
き
る
最
強
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
法
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！
 

▼
日
時
　
2
月
26
日
（日）
　13
時
30
分

か
ら
16
時
ま
で
 

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

軽
運
動
室
 

▼
講
師
　
北
井
香
織
氏
（
健
康
運

動
指
導
士
・
日
本
コ
ア
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
協
会
マ
ス
タ
ー
ト

レ
ー
ナ
ー
） 

▼
対
象
　
15
歳
以
上
の
方
 

▼
募
集
定
員
　
30
名
（
先
着
順
） 

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
（
資

料
代
を
含
む
） 

▼
申
し
込
み
期
間
　
２
月
５
日
（日）

か
ら
2
月
19
日
（日）
ま
で
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
①
氏
名
②

年
齢
③
性
別
④
現
住
所
（
�

）

⑤
勤
務
先
（
�

）
お
よ
び
平

成
１７
年
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習

会
希
望
と
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ

キ
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
ア
ル
ゴ

窓
口
備
え
付
け
の
申
込
書
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

小
野
市
総
合
体
育
館
　
〒
６
７

５
　

―
　

１
３
７
８
　
小
野
市
王
子

町
９
１
７
　

―
　

１
（
�

　
７
０
０

０
・
フ
ァ
ク
ス
　
７
５
６
０
） 

 

大
好
評
に
つ
き
、
第
２
弾
を
開

催
し
ま
す
！
な
か
な
か
汗
を
か
き

に
く
い
季
節
で
す
が
、
こ
の
冬
は
、

一
度
『
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
』
を
体
験
し

て
身
体
の
奥
か
ら
汗
を
か
き
、
日

頃
の
疲
れ
を
流
し
出
し
ま
し
ょ
う
！

　
初
め
て
の
方
は
で
き
る
範
囲
で

Ｏ
Ｋ
で
す
。
無
理
せ
ず
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
お
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
 

▼
日
時
　
３
月
５
日
（日）
　13
時
30
分

か
ら
15
時
30
分
 

▼
場
所
　
匠
台
公
園
体
育
館
（
お

の
ア
ク
ト
）
ア
リ
ー
ナ
 

▼
講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
日
本
Ｙ

Ｏ
Ｇ
Ａ
連
盟
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
　
井
本
美
里
氏
 

▼
対
象
　
18
歳
以
上
の
方
（
一
般

男
女
） 

▼
募
集
定
員
　
50
名
（
先
着
順
） 

▼
受
講
料
　
２，
０
０
０
円
 

▼
主
催
　
（財）
都
市
施
設
管
理
協
会
 

▼
申
し
込
み
期
間
　
２
月
８
日
（水）

か
ら
２
月
20
日
（月）
ま
で
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
所
定
申
込
書

（
ア
ク
ト
窓
口
）
ま
た
は
①
氏

名
②
年
齢
③
性
別
④
現
住

所
（
�

）
⑤
勤
務
先
（
�

）

お
よ
び
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
講
習
会
希

望
と
記
入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
か

フ
ァ
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

小
野
市
匠
台
公
園
体
育
館
　
　

〒
６
７
５
　

―
　

１
３
２
２
　
小
野

市
匠
台
７７
（
�

　
０
０
０
１
・

フ
ァ
ク
ス
　
０
０
０
２
） 

▼
内
容
　
数
あ
る
原
種
シ
ク
ラ
メ

ン
の
性
質
や
育
て
方
を
学
び
ま
す
。 

▼
対
象
　
植
物
に
興
味
の
あ
る
方

な
ら
ど
な
た
で
も
 

▼
日
時
　
２
月
25
日
（土）
　10
時
か
ら

12
時
ま
で
 

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
（
２
階

研
修
室
） 

▼
定
員
　
60
名
（
抽
選
） 

▼
参
加
料
　
５
０
０
円
 

▼
申
し
込
み
期
日
　
２
月
17
日
（金）
 

▼
申
し
込
み
方
法
　
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
結

果
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

（財）
都
市
施
設
管
理
協
会
（
�

　

７
０
０
０
）
Ｅ
メ
ー
ル
 

原
種
シ
ク
ラ
メ
ン
の
魅
力
 

〜
清
楚
で
愛
ら
し
い
シ
ク
ラ
メ
ン
の
姿
〜
 

 花
づ
く
り
講
習
会
 

　
参
加
者
募
集
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　argo 

@
city.ono.hyogo.jp 
 

◯ 62

◯ 62

◯ 62

「
市
民
救
急
士
Ⅱ
養
成
講
習
会
」 

　
　
　
受
講
生
募
集
 

〜
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
貴
方
は
、 

　
　
　
適
切
な
行
動
が
と
れ
ま
す
か
？
〜
 

 

大
人
気
！
第
2
弾
！
 

パ
ワ
ー
ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
よ
う
！
 

〜
汗
を
か
い
て
サ
ッ
パ
リ
し
よ
う
〜
 

受
講
生
募
集
 

 

平
成
１８
年
度
 

小
・
中
学
校
介
助
員
の
募
集
 

 

◯ 63

◯ 62

◯ 62

市
で
は
、
市
内
の
学
校
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
３３
公
共
施

設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
購
入
配
備
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
突
然

の
心
停
止
事
故
か
ら
の
蘇
生
を
め

ざ
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
講
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
Ａ

Ｅ
Ｄ
講
習
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

▼
日
時
　
３
月
12
日
（日）
　13
時
20
分

か
ら
17
時
30
分
ま
で
 

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
（
ア
ル
ゴ
）

軽
運
動
室
 

▼
指
導
者
　
市
消
防
署
員
 

▼
対
象
　
一
定
頻
度
で
対
応
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
非
医
療
従

事
者
・
一
般
市
民
（
高
校
生
以

上
） 

▼
募
集
定
員
　
25
名
（
先
着
順
） 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
そ
の
他
　
筆
記
試
験
に
合
格
さ

れ
る
と
「
市
民
救
急
士
講
習
修

了
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
 

▼
申
し
込
み
期
間
　
２
月
19
日
（日）

か
ら
３
月
５
日
（日）
ま
で
 

▼
申
し
込
み
方
法
・
申
し
込
み
先

「
平
成
17
年
度
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会
」
と
同
様
で
す
。 

※
申
し
込
み
書
に
は
「
平
成
17
年

度
市
民
救
急
士
Ⅱ
養
成
講
習
会

申
込
書
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 



▼
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
（
�

　
３
６
１
５
） 

 
皆
さ
ん
、
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

一
昨
年
前
の
未
曾
有
の
台
風
を
！

昨
年
は
、
穏
や
か
な
年
と
な
り
ま

し
た
が
、
災
害
は
な
く
な
ら
な
い

も
の
で
す
。 

①
火
災
　
平
成
17
年
の
共
済
事

故
と
な
る
建
物
火
災
の
発
生
件

数
は
、
小
野
市
６
件
、
社
町
１

件
、
滝
野
町
２
件
、
東
条
町
０

件
で
す
。
内
未
加
入
棟
の
火
災

は
３
件
あ
り
ま
し
た
。 

②
盗
難
・
事
故
　
き
損
が
７
件
も

あ
り
ま
し
た
。 

③
落
雷
　
毎
年
落
雷
に
よ
る
事
故

が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
電
話
・

Ｔ
Ｖ
・
パ
ソ
コ
ン
等
の
破
損
が

共
済
事
故
の
大
半
を
占
め
て
い

ま
す
。 

万
が
一
の
災
害
時
に
あ
な
た
の

財
産
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
「
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
」
で
す
。 

  「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
」

に
は
、「
火
災
共
済
」
と
「
総
合

共
済
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

「
火
災
共
済
」
は
、
掛
金
が
安
く

補
償
が
充
実
し
て
お
り
、「
総
合

共
済
」
は
、
火
災
共
済
の
補
償
範

囲
と
風
水
害
お
よ
び
地
震
の
補
償

が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

  
２
月
中
に
地
元
の
農
会
長
が
推

進
に
回
ら
れ
ま
す
。
新
規
に
お
考

え
の
方
は
、
地
元
の
農
会
長
に
ご

連
絡
い
た
だ
き
、
ご
加
入
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

  
証
券
に
つ
き
ま
し
て
は
、
郵
送

し
て
い
ま
す
。
こ
の
証
券
に
よ
り

加
入
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
建
物
共
済
掛
金
控
除

証
明
書
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

証
券
・
控
除
証
明
書
を
大
切
に

保
管
し
、
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野
加
東
広

域
事
務
組
合
（
�

　
３
４
３
３
） 

建
替
え
・
老
朽
化
な
ど
の
た

め
に
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
、
平

成
18
年
1
月
1
日
現
在
に
お

い
て
存
在
し
な
い
建
物
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
度
以
降
の
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
取
り
壊
さ
れ
た

建
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
資

産
税
係
（
�

　
1
6
8
9
） 
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◯ 63

暮らしの情報 

お
知
ら
せ
・
医
療
と
け
ん
こ
う
 

小
野
市
農
業
委
員
会
 

　
　
　
　
委
員
選
挙
 

公
文
書
の
公
開
お
よ
び
 

個
人
情
報
の
開
示
等
の
状
況
 

  市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
４

月
19
日
に
任
期
満
了
と
な
る
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
の
日
程
を
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
    　

 
　
 

  
  平

成
18
年
３
月
31
日
に
確
定

す
る
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人

名
簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま

す
。 

▼
縦
覧
期
間
　
２
月
23
日
（木）
か

ら
３
月
９
日
（木）
ま
で
（
15
日
間
） 

▼
縦
覧
場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
室
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
�

　
１
０
０
７
） 

お

知

ら

せ

 

平
成
１７
年
中
に
お
け
る
公
文
書

公
開
条
例
に
基
づ
く
公
文
書
の
公

開
状
況
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
条

例
に
基
づ
く
自
己
情
報
の
開
示
等

の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

公
文
書
公
開
制
度
は
、
市
政
を

公
正
か
つ
効
率
的
に
進
め
、
市
政

に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼

と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
あ
り
、
自
己
情
報
の

開
示
等
の
制
度
は
、
自
己
に
関
す

る
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権

利
と
い
わ
れ
る
も
の
を
具
体
化
し
、

個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。 

な
お
、
市
が
保
有
す
る
情
報
は

原
則
公
開
（
開
示
）
と
し
て
い
ま

す
が
、
個
人
情
報
や
第
三
者
の
権

利
利
益
を
侵
す
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
に
は
、
部
分
公
開
等
と
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

公
文
書
の
公
開
、
お
よ
び
自
己

情
報
の
開
示
の
請
求
件
数
、
な
ら

び
に
公
開
等
の
状
況
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。 

公文書の公開請求件数および公開状況 

 

個人情報の開示請求件数および開示 

 

家
屋
の
滅
失
を
 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
 

未
来
に
つ
な
ぐ
わ
が
家
の
安
心
 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
 

 実施機関 件　数 公開状況 

市　長 4
公 開 2  
部 分公開 1  
文書不存在1

実施機関 件　数 公開状況 

市　長 5
開 示 4  
部 分開示 1  
 

加入目安額 
１千万円当り 
(建物の用途)

火災共済 
(掛　金)

総合共済 
(掛　金)

木造 

木造防火造 

鉄骨造 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 

7,300円 

6,600円 

4,600円 

2,400円 

 

19,500円 

18,900円 

17,300円 

15,500円 

 
2,000万円 

補償範囲 

火災・落雷・盗難
によるき損・自動
車の当て逃げ等 

火災共済の補
償範囲+風水害
等の自然災害 

地震による補償 
ご 契 約 額 の
30%が補償の
限度 

― 

◯ 62

加入上限 6,000万円 

◎
立
候
補
届
出
日
 

◎
投
票
日
　
４
月
１６
日
（日） 
 

◎
告
示
日
　
４
月
９
日
（日） 
 

建
物
共
済
の
種
類
 

建
物
共
済
の
一
斉
推
進
を
 

証
券
は
大
切
に
 

選
挙
日
程
 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
 

４
月
９
日
（日）（
午
前
８
時
３０
分
 

か
ら
午
後
５
時
ま
で
） 

 



①
体
を
こ
ま
め
に
動
か
し
ま
し
ょ

う
。 

　
生
活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ

る
工
夫
…
『
テ
レ
ビ
を
み
な
が

ら
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
』・『
階
段

を
利
用
す
る
』・『
背
筋
を
伸
ば

し
て
椅
子
に
す
わ
る
』
な
ど
 

②
１
日
３
食
、
規
則
正
し
く
食
事

を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

　
夕
食
は
、
少
な
く
と
も
寝
る
２

時
間
前
ま
で
に
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。 

③
食
事
は
ゆ
っ
く
り
か
ん
で
、
腹

八
分
目
に
し
ま
し
ょ
う
。 

④
間
食
を
控
え
ま
し
ょ
う
。 

　
果
物
に
は
意
外
に
も
多
く
糖
質

（
果
糖
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

み
か
ん
な
ら
１
日
２
個
ま
で
に

し
ま
し
ょ
う
。 

⑤
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。 

普
段
の
食
習
慣
、
運
動
習
慣
な

ど
を
見
直
し
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
を
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

▼
日
時
　
３
月
２
日
（木）
９
時
50

分
か
ら
12
時
 

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　「
む
し
歯
に
な
ら
な
い

た
め
の
磨
き
方
と
生
活
の
ポ
イ

ン
ト
」・「
子
ど
も
の
発
達
に
つ

い
て
」・「
食
事
に
つ
い
て
」、
フ
ッ

素
塗
布
 

▼
対
象
者
　
平
成
15
年
11
月
か

ら
平
成
16
年
２
月
生
ま
れ
の

幼
児
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
定
員
　
50
名
（
先
着
順
） 

▼
託
児
　
定
員
25
名
（
予
約
が

必
要
で
す
） 

▼
持
参
す
る
物
　
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ

プ
、
タ
オ
ル
、
母
子
健
康
手
帳
 

▼
申
し
込
み
期
限
　
２
月
２０
日
（月）
 

 

生
活
習
慣
病
と
は
、
身
体
の
負

担
に
な
る
生
活
習
慣
を
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病

気
の
総
称
で
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

さ
ら
に
は
、
日
本
人
の
三
大
死
因

で
あ
る
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病

な
ど
の
疾
患
が
含
ま
れ
ま
す
。
心

臓
病
と
脳
卒
中
は
、「
循
環
器
病
」

と
呼
ば
れ
、
引
き
起
こ
す
主
因
は

と
も
に
「
動
脈
硬
化
」
で
す
。
こ

の
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
と
し
て

内
臓
脂
肪
に
よ
る
肥
満
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。 

自
分
の
歯
で
よ
く
か
ん
で
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
み
な
が
ら
食
べ
る
こ

と
は
、
心
と
身
体
の
健
康
を
保
ち
、

生
活
の
質
を
高
め
、
人
生
を
よ
り

一
層
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。 

歯
を
失
う
原
因
は
「
歯
周
病
」

と
「
む
し
歯
」
が
大
半
を
占
め
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
初
期
の
段
階
で

は
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た
め
定

期
的
に
健
診
を
受
け
、
早
期
に
発

見
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

▼
日
時
　
2
月
26
日
（日）
　１３
時
か

ら
15
時
30
分
（
予
約
制
） 

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
歯
科
健
診
・
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
 

▼
定
員
　
60
名
（
先
着
順
） 

▼
申
し
込
み
期
限
　
２
月
２３
日
（木）
 

子
ど
も
が
元
気
で
た
く
ま
し
く
、

人
を
思
い
や
る
心
を
持
っ
た
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
は

親
の
願
い
だ
と
思
い
ま
す
。 

人
が
生
き
て
い
く
為
に
は
、

ふ
た
つ
の
栄
養
が
必
要
で
す
。

そ
れ
は
、『
か
ら
だ
の
栄
養
』
と

『
こ
こ
ろ
の
栄
養
』
で
す
。 

『
か
ら
だ
の
栄
養
』
と
は
、
食

べ
る
こ
と
、
眠
る
こ
と
、
動
く

こ
と
で
す
。
さ
ら
に
『
こ
こ
ろ

の
栄
養
』
と
は
、
安
全
･
安
心

で
あ
る
こ
と
、
大
切
に
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
る
こ
と
、
聴
い
て

く
れ
る
、
認
め
ら
れ
る
、
信
じ

て
も
ら
う
、
あ
る
が
ま
ま
の
自

分
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
で
す
。 

こ
の
ふ
た
つ
の
栄
養
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
満
た
さ
れ
て
お
り
、

人
と
の
間
で
循
環
し
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
自
分
が
か
け

が
え
の
な
い
人
間
な
の
だ
と
思

え
る
か
ら
こ
そ
自
分
を
守
る
た

め
に
本
来
持
っ
て
い
る
力
を
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
、
人
を
思
い
や
る
心
も
生

ま
れ
て
き
ま
す
。 

子
ど
も
が
い
き
い
き
と
生
き

る
力
を
引
き
出
す
た
め
に
、
家
庭
・

地
域
の
中
で
何
が
で
き
る
の
か

を
テ
ー
マ
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時
　
2
月
22
日
（水）
　14
時
か

ら
15
時
30
分
 

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
内
容
　
講
演
会
 

▼
講
師
　
H
E
A
L
（
ヒ
ー
ル
）

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
実
践
研

究
所
　
所
長
　
金
　
香
百
合
氏
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
託
児
　
定
員
２５
名
（
予
約
が
必

要
で
す
） 

▼
申
し
込
み
期
限
　
２
月
１７
日
（金）
 

27 平成１８年　広報「おの」２月号 

子
育
て
健
康
講
座
 

「
子
ど
も
の
生
き
る
力
を
引
き
 

　
出
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
 

 

「
口
か
ら
始
ま
る
健
康
づ
く
り
」
 

　無
料
歯
科
健
診
の
ご
案
内
 

 

「
歯
っ
ぴ
い
教
室
・
フ
ッ
素
塗
布
」
 

 

見
直
そ
う
生
活
習
慣
 

①
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
を
測
り
ま
す
 

②
へ
そ
の
高
さ
に
巻
尺
を
合
わ
せ
、

せ
、
水
平
に
巻
か
れ
て
い
る
か

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

③
両
腕
は
自
然
に
下
げ
、
普
通
に

息
を
し
て
、
吐
い
た
時
に
測
り

ま
す
。 

男
性
な
ら
85
㎝
以
上
、
女
性

な
ら
90
㎝
以
上
の
方
は
要
注
意

で
す
。 

内
臓
脂
肪
が
た
ま
っ
て
い
る
か
 

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
 

 内
臓
脂
肪
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
 

北播磨小児科救急医療電話相談センター 
お子さんの急な病気やけが等でお困りのときに 
気軽にご相談ください。   

相談時間 

対 応 者 

内　   容 

電話番号 

18時から22時 
（年末年始、祝祭日を除く） 

看護師 
・病状への対応方法について助言 
・医療機関の紹介    
　　　　 1 3 7 1◯ 62

子
育
て
健
康
講
座
、
無
料
 

歯
科
健
診
、
歯
っ
ぴ
い
教
 

室
と
も
 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
 
 
 
 
 
 

（
�

　
３
９

７
７
）
へ

電
話
予
約

し
て
く
だ

さ
い
。
 

◯ 63



◎各教室、健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。 

　母子健康手帳交付 
◯平日 8時30分～16時30分　＝保健センター 
　窓口で随時行います。妊娠連絡票をご持参ください。 

　ＢＣＧ予防接種 
◯ 2 月27日　平成17年 8月28日から平成17年11月27日生
　まれで未接種の乳児 
　受付時間　13時30分～14時30分　＝保健センター 
　（予診票をご持参ください。） 

　４か月児健康診査 
◯ 2月27日　平成17年10月生まれの乳児 
　受付時間　13時～14時　＝保健センター 

　７か月児教室 
◯ 2月24日　平成17年 7 月生まれの乳児 
　10時～11時30分　＝保健センター 

　１歳児教室 
◯ 2月16日　平成17年 2 月・ 3月生まれの乳幼児 
　 9 時50分～12時　＝保健センター 
（託児ボランティアによる託児があります。事前に予約
してください。） 

　１歳６か月児健康診査 
◯ 2月 6日　平成16年 8 月生まれの幼児 
◯ 3 月 6 日　平成16年 9 月生まれの幼児 
　受付時間　13時～14時30分　＝保健センター 
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方
は保健センターへご連絡ください。） 

　３歳児健康診査 
◯ 2月14日　平成14年12月生まれの幼児 
　受付時間　13時～14時30分　＝保健センター 
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方
は保健センターへご連絡ください。） 

　こころの相談 
◯ 2月27日　13時30分～15時 
　＝社健康福祉事務所（社保健所）（予約制） 
　� 0 7 9 5 9 3 6 7  

　一般健康相談 
◯ 2月 3日、10日・ 3月 3日　13時～14時 
　＝社健康福祉事務所（社保健所）（予約制） 
　� 0 7 9 5 9 3 6 5  

　HIV（エイズ）抗体・肝炎ウイルス検査・相談 
◯ 2月 2日、 9日・ 3月 2日　 9時30分～11時 
　＝社健康福祉事務所（社保健所）（予約制） 
　� 0 7 9 5 9 3 6 5  
　即日検査（迅速スクリーニング検査）を行います。 
　（HIV抗体検査は、無料・匿名で受けることができます。） 

　ネコの引き取り 
◯ 2 月 6 日、20日・ 3月 6日 
　８時30分～10時　＝保健センター 

　献血 
◯ 2 月28日　10時～15時30分　＝保健センター 

28平成１８年　広報「おの」２月号 ◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。 

★診療時間は、9時から18時までです。原則として往診はしません。 
★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。 

★診療時間は、18時から21時です。 
★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（� 7119）
　または、消防署（� 0119）で確認してください。 
★「休日当直医」及び「内科系週日時間外救急診療」の情報は『小野市・加東郡
医師会』のホームページにも掲載されています。 
http://www11.ocn.ne.jp/̃onokato/

※なお、当番病院は、消防署（� 0119）で確認のうえ受診してください。 

神 医 院  
小島クリニック  
清水内科クリニック 
神 医 院  
まつい子どもクリニック 
松本小児科医院 
ふるもとクリニック 
伊 佐 治 医 院  
岡 村 医 院  
田 中 内 科 医 院  
井 岡 医 院  
田 渕 医 院  
嬉 野 診 療 所  
柏 木 医 院  
嬉 野 診 療 所  
桂 医 院  
兵庫青野原病院 
森下クリニック  
緑 駿 病 院  
坂 本 医 院  
岡 田 内 科 医 院  
曽 野 医 院  
赤 羽 目 医 院  
依 藤 診 療 所  
町立東条診療所 
青 山 医 院  
坂 本 医 院  
育が丘クリニック 
復 井 診 療 所  
岡 田 内 科 医 院  
兵庫青野原病院 
ひまわりクリニック 

１日（水） 
２日（木） 
３日（金） 
４日（土） 
６日（月） 
７日（火） 
８日（水） 
９日（木） 
１０日（金） 
１３日（月） 
１４日（火） 
１５日（水） 
１６日（木） 
１７日（金） 
１８日（土） 
２０日（月） 
２１日（火） 
２２日（水） 
２３日（木） 
２４日（金） 
２５日（土） 
２７日（月） 
２８日（火） 
１日（水） 
２日（木） 
３日（金） 
４日（土） 
６日（月） 
７日（火） 
８日（水） 
９日（木） 
１０日（金） 

2月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3月 

加東郡東条町森 
王 子 町  
敷 地 町  
加東郡東条町森 
敷 地 町  
加東郡社町社 
加東郡社町社 
神 明 町  
敷 地 町  
新 部 町  
菅 田 町  
加東郡滝野町新町 
加東郡社町山国 
船 木 町  
加東郡社町山国 
加東郡社町大門 
南 青 野  
加東郡社町社 
復 井 町  
加東郡社町上中 
市 場 町  
加東郡社町東古瀬 
加東郡滝野町北野 
本 町  
加東郡東条町新定 
加東郡東条町吉井 
加東郡社町上中 
樫 山 町  
復 井 町  
市 場 町  
南 青 野  
神 明 町  

北播磨小児救急輪番のお知らせ 

休日当直医（内科系・外科系） 
月　日 住　所 電　話 当番医 

上・内科医 
下・外科医 

〒675－1380　小野市王子町806－1 
�　 
ファクス 
ホームページアドレス　http://www.city.ono．hyogo.jp

人　口　50,646人（前月比  －30） 
　男　　24,768人　　　　女　　25,878人 
世帯数　17,358世帯　　面　積　  93.84ｋｍ ２ 

〈編集・発行〉 
小野市総務部市民サービス課 

小野市は、 
成年男子６人制バレーボール 
競技の開催地です。 

まちの動き 0794 1013　 
0794 1047

０７９５ ０１４４ 
２７２７ 
１００５ 

０７９５ ０１４４ 
７３６６ 

０７９５ ５１０５ 
０７９５ ０２０２ 
７８８７ 
４３００ 
３４５６ 
２３６７ 

０７９５ ０１６０ 
０７９５ ８４７７ 
０１９９ 

０７９５ ８４７７ 
０７９５ ０２５２ 
２２３３ 

０７９５ ００２４ 
２０２０ 

０７９５ ６６６０ 
７３６６ 

０７９５ ６２９９ 
０７９５ ５０５８ 
００２８ 

０７９５ ００４８ 
０７９５ ０３２１ 
０７９５ ６６６０ 
８１１２ 
７３１８ 
７３６６ 
２２３３ 
７２０９ 

月　日 電　話 当　番　医 

診　療　時　間 曜　日 

土・日・祝日 

月・水・金 

住　所 

内科系週日時間外救急診療 

2月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3月 

５日（日） 
 

１１日（祝） 
 

１２日（日） 
 

１９日（日） 
 

２６日（日） 
 

５日（日） 

森 下クリニック  
小 野 市 民 病 院  
柏 木 医 院  
ふるもとクリニック 
公立社総合病院 
公立社総合病院 
田 中 内 科 医 院  
小 野 市 民 病 院  
小 野 市 民 病 院  
公立社総合病院 
兵庫青野原病院 
小 野 市 民 病 院  

加東郡社町社 
中 町  
船 木 町  
加東郡社町社 
加東郡社町家原 
加東郡社町家原 
新 部 町  
中 町  
中 町  
加東郡社町家原 
南 青 野  
中 町  

０７９５ ００２４ 
２０２０ 
０１９９ 

０７９５ ０２０２ 
０７９５ ５５１１ 
０７９５ ５５１１ 
３４５６ 
２０２０ 
２０２０ 

０７９５ ５５１１ 
２２３３ 
２０２０ 

17時～24時まで 
12時～24時まで 
ただし、第2・4・5日曜日は9時～24時まで 

内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 
内 
外 


